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は
じ
け
る
、
夏
」
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平
成
24
年
度
に
策
定
さ
れ
た
竹
田

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
、

「
歩
い
て
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ

る
道
路
整
備
」の
実
現
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
城
下
町
竹
田
の「
通
り
」

は
、
も
と
も
と
の
道
幅
の
狭
さ
に
加

え
て
、
電
柱
や
街
路
灯
、
看
板
類
が

多
く
立
ち
並
び
、
さ
ら
に
は
行
き
交

う
車
の
交
通
量
が
多
い
、
歩
行
者
に

と
っ
て
は
歩
き
に
く
い「
通
り
」で
し

た
。

　

ま
ち
に
暮
ら
す
人
、
観
光
を
目
的

に
城
下
町
を
訪
れ
た
人
な
ど
、「
通

り
」を
歩
く
人
に
と
っ
て
の
安
全
を

確
保
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
事

業
、
そ
れ
が
昨
年
度
か
ら
進
め
ら
れ

て
い
る「
電
線
類
無
電
柱
化
推
進
事

業
」で
す
。

　

７
月
８
日
。
照
り
つ
け
る
太
陽
の

強
い
日
差
し
に
真
夏
の
到
来
を
感
じ

さ
せ
た
１
日
―
。

　

勢
い
よ
く
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん

を
つ
か
ま
え
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔

を
見
せ
る
子
ど
も
た
ち
、
周
り
の
建

物
よ
り
高
く
、
大
き
な
気
球
を
見
上

げ
な
が
ら
、
搭
乗
の
順
番
を
待
つ
親

子
連
れ
…
…
竹
田
城
下
町
の「
通
り
」

は
多
く
の
人
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

  

「
通
り
あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ
」～
生
活

の
一
部
と
し
て
の「
通
り
」を
、
も
っ

と
身
近
に
、
も
っ
と
夢
の
あ
る「
通

り
」に
と
、
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

  

「
通
り
」が
変
わ
れ
ば
、
ま
ち
は
大

き
く
変
わ
る
―
。
竹
田
の
ま
ち
は
希

望
を
の
せ
て
、
新
し
い
一
歩
を
歩
み

出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、中
心
市
街
地
の「
本

町
通
り
」と「
駅
前
通
り
」を
無
電
柱

化
し
、「
歩
き
た
く
な
る
歩
行
空
間

の
創
出
」を
目
的
に
実
施
。
地
上
に

架
設
さ
れ
て
い
る
電
線
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
線
、

ケ
ー
ブ
ル
線
を
地
下
に
埋
設
さ
れ
た

電
線
共
同
溝
に
通
す
こ
と
で
、「
通

り
」か
ら
は
電
柱
や
電
線
が
無
く
な

り
ま
す
。

　

今
年
度
、「
本
町
通
り
」は
東
本
町

（
豊
岡
橋
）か
ら
本
町（
歴
史
資
料
館

前
）ま
で
の
区
間（
全
長
４
０
０
ｍ
）、

「
駅
前
通
り
」は
古
町
か
ら
構
口
を

通
り
下
本
町
ま
で
の
区
間（
全
長

４
０
０
ｍ
）で
工
事
を
行
う
予
定
で
、

す
で
に「
本
町
通
り
」は
、
７
月
か
ら

東
本
町
の
区
間
で
工
事
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

夢
を
叶
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

「通り」の無電柱化で、「まち」に活気を！
電
柱
が
な
く
な
れ
ば
、
ま
ち
が
変
わ
る

―

狭
く
、
歩
き
に
く
い「
通
り
」―

子どもたちや親子連れでにぎわった「通りあそびフェスタ」

電柱や街路灯が多く立ち並ぶ現在の本町通り

竹田市都市再生まちづくり基本計画　詳しくはこちら→http://www.city.taketa.oita.jp/shisei/city/shi-map27/
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■今月の表紙

「はじける、夏」
　市内のスポーツ少年団に所属す
る子どもたち43人がバナナボー
トを体験。湖面を走るボートのス
ピード感に、とびっきりの笑顔が
はじけていました。

撮影場所　長湯ダム湖（直入町）
　長湯ダム湖には、竹田市Ｂ＆Ｇ直入海洋センター艇庫
やウェイクケーブルパークの施設があり、カヌーやバナ
ナボートなどの海洋性レクリエーションを楽しむことが
できます。

■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

夢を叶えるまちづくりの第一歩～電線類無電柱化推進事業

8月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,603　人（−   27人）
男　性　10,570　人（−      4人）
女　性　12,033　人（−   23人）
世帯数　10,410世帯（－８世帯）

※平成29年７月１日現在の住民基本台帳による

   2   夢を叶えるまちづくりの第一歩～電
線類無電柱化推進事業

   4   ふるさと納税をご存知ですか？
   5   竹田を元気にする！竹８シネマプロ

ジェクト
   6   私たち、地域おこし協力隊です
   7   国保「保険者努力支援制度」で竹田市

が全国１位の評価
   8   竹田市人事異動ほか
   9   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～
10   竹田市起業家育成支援事業を活用　

長湯にカフェがオープン！
11   まちの出来事
13   輝け！竹田の星
14   竹田市のこよみ
16   たけたん情報
23   ふるさとUターン情報＆求人情報
24   休日・夜間の在宅当番医院／出張！

えがおの子育て小児科
25   学び舎／まるごと博物館
26   市長コラム「有由有縁」
27   図書館に行こう
28   郷土の植物／すくすく１歳ほか

広報

  

「
電
線
類
無
電
柱
化
推
進
事
業
」に

よ
り
今
後
は
、「
通
り
」を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

「
通
り
」の
利
活
用
や
管
理
運
営
な
ど
、

地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
た
活
動
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
や
景
観
の
妨
げ
と
な
っ
て
い

た
電
柱
・
電
線
が
取
り
除
か
れ
た

「
通
り
」は
、
安
全
に
ま
ち
歩
き
が
で

き
、
歴
史
的
な
街
並
み
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る「
通
り
」へ
。
そ
し
て
、

「
通
り
あ
そ
び
フ
ェ
ス
タ
」の
よ
う
に
、

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
す「
ま
ち
」へ
と
、
新
し
い
夢

が
広
が
り
ま
す
。

電線類無電柱化推進事業のイメージ図
※JR豊後竹田駅から歴史資料館前・豊岡橋の区間を無電柱化
　（事業の完了は平成31年３月の予定）

本町通りの工事区間

※現在工事が始まっている
本町通りは、①５工区に
分け、う回路を設定し、
②１工区ごと車両を通行
止めにして工事を行いま
す。歩行者の通行は可能
です。

※工事期間中は工事区間の
通行制限、代替駐車場の
設定、路線バスの迂回運
行等、市民の皆さまには
ご迷惑をお掛けいたしま
すが、ご理解ご協力をお
願いします。

↓完成イメージ

優
し
い「
通
り
」、
活
気
の
あ
る「
ま
ち
」へ
と

―

豊　後
竹田駅

ＮＴＴ

ふれあい
駐 車 場

コミュニティ
センター

資料館
駐車場

問竹田市都市デザイン課　☎63-4848
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ふるさと納税をご存知ですか？

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不

就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
統
計
法（
国
の
統

計
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
）に
基

づ
き
実
施
す
る
、
国
の
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
雇
用
政

策
、
経
済
政
策
な
ど
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
各
種
行
政
施
策
の

企
画
・
立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、

９
月
下
旬
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査

書
類
を
お
配
り
し
ま
す
。
皆
さ
ま
に

よ
り
便
利
に
回
答
い
た
だ
く
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
、
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。 就

業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ふるさとに帰省されているみなさまへ

　竹田市に寄付をしていただくと、寄付額から2,000円を引いた額（※）が所得税・住民税から控除されるうえ、
寄付のお礼の品が届けられるという嬉しいシステムです。
　そしてみなさまからの寄付金が、竹田市の自然・歴史・文化の保全、人材育成、定住促進、安心して暮らせ
るふるさとづくりなど、竹田市のために活用されます。どうぞふるさと竹田市を応援してください！
※控除できる上限金額は、個人の所得等により変わってきます。

★お申し込みにはファックス、郵便もご利用いただけます。
★寄付金額は5,000円からになります。お支払はクレジットカード、ゆうちょ払込書が無料でご利用いただけます。
★税金の控除額は年収や家族構成などに応じて異なります。詳細は『ふるさとチョイス』HPで調べることができ

ます。
竹田市企画情報課ＴＯＰ戦略推進室　☎0974-63-4801　FAX 0974-63-0995

『ふるさと納税』をご存じですか？

竹田出身のみなさんにはおなじみの品々がたくさん！

お申込みは
パソコンから

検  索竹田市　ふるさとチョイス

https://www.furusato-tax.jp/japan/prefecture/44208
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家族そろってピクニッ

ク。忘れられないお母

さんのたまご焼きの味

ご近所づきあいは、

日常茶飯事の時代

父ちゃんのステテコで遊ぶ、笑顔の姉妹

酒を酌み交わす

祝いの宴

押
お

し入
い

れの中
なか

に眠
ねむ

っている

「８ミリフィルム」 はありませんか？
「竹８シネマプロジェクト」がスタート

竹タ
ケ

８ハ
チ

シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

　

竹
田
市
民
が
昭
和
時
代
に
撮
影
し
た
８
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
を
集
め
、
市
民
が
主
導
と
な
っ
て
、

地
域
映
画
を
つ
く
り
ま
す
。

　

昔
懐
か
し
い
映
像
を
観
る
こ
と
で
、「
竹
田

の
人
が
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
！
」「
竹
田
を
元

気
に
し
た
い
！
」そ
ん
な
想
い
が
詰
ま
っ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

フ
ィ
ル
ム
を
お
持
ち
の
方
、
８
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
の
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ

さ
い
。

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的

①
貴
重
な
地
域
の「
記
録
」を
発
掘

　

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ー
タ
化
し
、
ア
ー
カ

イ
ブ
保
存
し
ま
す
。

②
市
民
の「
世
代
間
交
流
の
場
」を
創
出

　

制
作
過
程
に
お
い
て
、
幅
広
い
層
の
市
民
が

協
働
で
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
ふ
れ
あ
い
の
機

会
を
つ
く
り
ま
す
。

③
竹
田
の
人
の
心
を
元
気
に
し
ま
す
！

　

一
人
で
も
多
く
の
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
に

観
て
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
今
後
に
繋
が

る
活
用
を
し
ま
す
。

④「
Ｕ
タ
ー
ン
」「
Ｉ
タ
ー
ン
」「
Ｊ
タ
ー
ン
」者
の

促
進

　

完
成
し
た
映
像
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

竹
田
の
歴
史
・
人
の
暮
ら
し
の
営
み
を
通
じ
て

「
郷
土
愛
」に
繋
げ
ま
す
。

◆
フ
ィ
ル
ム
の
受
付〔
毎
月
開
催
予
定
〕

日
時　

８
月
16
日
㈬
、
30
日
㈬ 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所　

市
役
所
３
階
会
議
室
。
直
接
お
持
ち
込

み
く
だ
さ
い
。（
募
集
は
平
成
30
年
２
月
ま
で
）

対
象
フ
ィ
ル
ム　

現
竹
田
市
内
で
、
昭
和
時
代

に
撮
影
さ
れ
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

９月のイベント 竹８シネマプロジェクトはじまり！

昭和の同窓会  

　昭和の懐かしい品々を手に集まり共に語らい、「昭和」を懐か
しみ、楽しむ場をつくります。

日時　９月10日(日)  10:00～15:00
会場　まちづくりたけた株式会社（西古町）
内容　プロジェクト説明会、8ミリフィルム
　　　上映会ほか
問竹８シネマプロジェクト実行委員会
　(窓口：竹田市文化政策課)☎63-4837（直通）

〔写真左から〕児玉龍明（直入）、田部朋二（代表）、白井幸光（竹
田）、河野豊（久住）〔後列左から〕小笠原順子（プロジェクト
リーダー：地域おこし協力隊/竹/haco代表）、小出六十志（荻）

誰がつくるの？ 竹田市民です!!

竹８シネマプロジェクト実行委
員会が始動！ 市民の皆さまのご協力を

お願いします！

【実行委員のみなさん】

竹田を元気にする！竹８シネマプロジェクト

色
褪
せ
な
い
、

永
遠
の
思
い
出
が
今
甦
る

（市民の方からお借りした「８ミリフィルム」の一部より）

※プロジェクトの詳細は、ホームページ（http://www.take8.jp）やたけたケーブルテレビ、９月に回覧するチラシをご確認ください。

市民から集めた８ミリフィルムで映画をつくる！

竹

田
を

元気にする！

ご参加ください!
ぜひ
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私たち、地域おこし協力隊です

　

竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）に
は
８

名
の
協
力
隊
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

絵
画
の
志
水
聡
香（
３
期
）、
水
墨
画

の
沈
露
露（
４
期
）、
被
服
の
末
岡
美

穂（
４
期
）、
竹
材
生
産
の
上
岡
高

行（
４
期
）、
彫
刻
の
森
貴
也（
４
期
）、

竹
工
芸
の
中
山
秀
斗（
４
期
）、
陶
芸

の
山
田
俊
吾（
４
期
）、
絵
画
の
森
山

楓（
５
期
）で
す
。

　

竹
田
総
合
学
院
は
、
各
作
家
の
作

品
制
作
の
場
で
あ
り
、
竹
田
で
生
活

を
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ

取
っ
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

と
す
る
表
現
方
法
で
作
品
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
に
向
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

８
名
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

志
水
聡
香（
３
期
）は
絵
画
作
品
を

制
作
し
、
城
下
町
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

作
品
を
展
示
。
ま
た
、
小
学
校
や
竹

田
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
シ
ル

ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

沈
露
露（
４
期
）は
水
墨
画
や
篆
刻
、

ろ
う
け
つ
染
の
作
品
制
作
。
こ
れ
ま

で
に
竹
田
市
民
に
向
け
た
水
墨
画
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
、
水
墨

画
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

末
岡
美
穂（
４
期
）は
、
も
ん
ぺ
や

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
な
ど
多
種
に

渡
る
製
作
を
企
画
し
、
洋
服
作
り
の

指
導
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
立

ち
上
げ
、
オ
ー
ダ
ー
で
の
仕
立
て
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
岡
高
行（
４
期
）は
放
置
さ
れ
て

い
る
竹
林
を
有
効
活
用
し
、
竹
工
芸

用
の
竹
材
を
生
産
。
市
民
に
向
け
た

竹
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

森
貴
也（
４
期
）は
主
に
金
属
や
木

材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
を
使
い
彫
刻

制
作
。
竹
田
支
援
学
校
や
公
民
館
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
内
に
彫
刻

作
品
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
標
の
一

つ
に
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
秀
斗（
４
期
）は
竹
の
作
品
を

メ
イ
ン
に
制
作
。
市
民
に
向
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
竹
の
コ
ー

ス
タ
ー
、
竹
の
針
刺
し
の
ほ
か
茶
道

具
の
制
作
も
行
い
ま
し
た
。

　

山
田
俊
吾（
４
期
）は
、
磁
器
土
を

使
用
し
た
作
品
制
作
を
メ
イ
ン
に
活

動
。
市
内
で
の
子
ど
も
向
け
の
陶
芸

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年
に
数
回
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
３
月
に

は
城
下
町
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
ペ
イ
ン
ト

を
行
い
ま
し
た
。

　

森
山
楓（
５
期
）は
、
今
年
４
月
か

ら
協
力
隊
に
着
任
し
、
絵
画
作
品
を

制
作
。
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
で
等
身
大

の
人
物
画
や
抽
象
画
を
描
い
て
い
ま

す
。現
在
、Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
作
品
展
示
を
行
っ
て
い
ま

す
。

↑様々なワークショップを開催しています

↑オリジナルのトートバッグを持って、
　はいポーズ！

竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）  

編

問
竹
田
総
合
学
院
☎
62
―

３
８
６
６

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
竹
田

～
竹
田
市
と
東
京
を
ア
ー
ト
で
つ
な
ぐ
～

　

東
京
で
活
動
中
の
造
形
作
家
や
演

奏
家
、
17
人
が
竹
田
を
訪
れ
、
展

示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
、
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

竹
田
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に

城
下
町
８
か
所
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や

シ
ョ
ッ
プ
で
、
絵
画
・
版
画
・
陶

芸
・
金
属
造
形
・
ガ
ラ
ス
な
ど
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
発
表
を
し
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で

き
る
絵
や
工
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
催
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
台

帳
を
購
入
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
巡
り

ス
タ
ン
プ
を
た
め
る
と
、
東
京
か
ら

の
参
加
作
家
の
作
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
・
各

支
所
等
に
設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク「
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
竹
田
」、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム「
＃
ア
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
竹
田
」で
も
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

発
信
し
ま
す
。

期
間　

８
月
11
日
㈮
～
８
月
20
日
㈰

※
15
日
、
16
日
は
お
休
み　

午
前
11

時
～
午
後
６
時（
最
終
日
は
午
後
５

時
ま
で
）

※
入
場
無
料

「
成
田
千
絵
チ
ェ
ロ
弾
き
語
り
コ

ン
サ
ー
ト
～
郷さ

と
の
音ね

は
蒼あ
お
く
～
」

日
時　

８
月
19
日
㈯
午
後
６
時
開
演

　
　
　
（
午
後
５
時
30
分
開
場
）

場
所　

秋
山
巌
版
画
館

　
　
　
（
但
馬
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

料
金　

２
０
０
０
円

定
員　

30
名

予
約
・
問
い
合
わ
せ

artcam
p2017taketa@

gm
ail.com

☎
０
９
０
―

２
２
１
７
―

３
６
２
２

（
担
当　

寺
口
）
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国保「保険者努力支援制度」で竹田市が全国１位の評価

　

国
民
健
康
保
険
で
は
医
療
費
適
正

化
の
取
り
組
み
を
評
価
し
、
得
点
に

応
じ
て
交
付
金
を
配
布
す
る
保
険
者

努
力
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
平
成
28
年
度　

竹
田
市
は
な

ん
と
全
国
１
位
！

　

評
価
指
標
は
、
健
診
受
診
率
、
糖

尿
病
等
重
症
化
予
防
や
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
状
況
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
取

り
組
み
、
収
納
率
な
ど
11
項
目
で
す
。

特
に
、
点
数
が
高
か
っ
た
も
の
は
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
取
り

組
み
、
収
納
率
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
愛
育
保
健
推
進
員
や

健
康
づ
く
り
組
織
の
方
々
を
は
じ
め

市
民
の
皆
様
な
ら
び
に
医
師
・
薬
剤

師
等
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
結
果
で
す
。
ま
た
、
税
務
課
の
収

納
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
も
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
健
康
寿
命
の
延
伸
を
め
ざ

し
、
市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
た

健
康
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63
―

４
８
１
０

　

専
門
的
な
知
識
と
豊
富
な
経
験
を

生
か
し
た
滞
納
整
理
の
技
術
向
上
を

図
る
た
め
、「
特
別
滞
納
整
理
職
員

派
遣
事
業
」と
し
て
大
分
県
税
事
務

所
か
ら
４
名
、
税
の
徴
収
を
強
化
す

る
た
め
税
務
職
員
を
相
互
に
派
遣
す

る「
市
町
村
相
互
併
任
事
業
」と
し
て
、

由
布
市
か
ら
６
名
、
豊
後
大
野
市
か

ら
５
名
の
方
が
竹
田
市
に
派
遣
さ
れ
、

併
任
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

派
遣
事
業
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

２
年
目
で
、
昨
年
度
は
市
税
や
国
民

健
康
保
険
税
の
滞
納
額
が
大
き
く
減

少
す
る
な
ど
、
徴
収
率
の
向
上
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
の
事
情

に
よ
り
納
税
が
困
難
な
特
別
な
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
収
入
明
細
な
ど

の
生
活
状
況
が
わ
か
る
資
料
を
お
持

ち
の
う
え
、
竹
田
市
税
務
課
特
別
収

納
推
進
室（
☎
63
―

１
１
１
１　

内
線

１
２
３・
１
９
４・
１
９
５
）に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

辞令交付を受けた15名は、今後竹田市の徴税吏員として市の職員
とともに市税等の滞納処分（差押・捜索など）に関する業務を行い
ます ↑住民健診の様子

↑少年補導栄誉銅章を受章した神田定義さん

神
田
さ
ん
に
少
年
補
導
栄
誉
銅
章

　

多
年
に
わ
た
り
少
年
の
非
行
防
止

や
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈

ら
れ
る「
少
年
補
導
栄
誉
銅
章
」を
久

住
町
古
市
の
神
田
定
義
さ
ん（
69
歳
）

が
受
章
し
ま
し
た
。

　

30
年
以
上
少
年
補
導
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
神
田
さ
ん
は
、「
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
と
使
命
を
果
た
し

た
結
果
、
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
て

光
栄
」と
受
章
の
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

税
負
担
の
公
平
性
と
税
収
確
保
に
向
け
て

保
険
者
努
力
支
援
制
度

竹
田
市
が
全
国
１
位
の
評
価
を
獲
得

取得得点
（275点満点） 全国順位

竹田市 235.0点 １位
（1741団体中）

大分県
平　均 166.5点 ５位

（47団体中）

全国平均 128.67点

国民健康保険

まちに新たな活気を！ 竹田南高校に女子サッカー部新設

問学校法人　稲葉学園
　☎0974-63-3223
　E-mail：info@taketaminami.jp 
　ホームページ：http://taketaminami.jp

　創立100年の歴史を誇る竹田南
高等学校。「幸福な人間をつくる」
の教育理念のもと、特色ある教育
を実践しています。今回、ヴェル
スパ大分の支援を受けて女子サッ
カー部を創設、2018年春から活
動をスタートすることになりまし
た。今後は全国から生徒の募集を
開始し、３年間で約60名の部員
の確保を目標としています。
　スポーツを通じた人間教育を図
りながら、全国レベルの強豪チー
ムを目指して活動を始める「竹田
南高校女子サッカー部」。多くの
若者が竹田に移住することで、ま
ちに新たな活気が生み出されるこ
とが期待されます。
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竹田市人事異動ほか

　

佐
藤
義
美
記
念
館
名
誉
館
長
の
稗

田
宰
子
先
生
が
６
月
24
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

童
話
作
家
の
稗
田
先
生
は
、
童
謡

詩
人
佐
藤
義
美
の
愛
弟
子
で
あ
り
、

佐
藤
義
美
の
著
作
権
継
承
者
で
も
あ

り
ま
す
。「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」や

「
な
が
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
」「
お
お

か
み
と
七
ひ
き
の
こ
や
ぎ
」な
ど
童

話
の
名
作
を
多
数
翻
訳
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
佐
藤
義
美
の
業
績
を
称
え

る
と
と
も
に
、
童
謡
の
普
及
、
創
作

活
動
機
会
提
供
の
た
め
に
と
建
て
た

記
念
館
お
よ
び
収
蔵
品
の
全
部
を
竹

田
市
へ
寄
贈
す
る
な
ど
、
音
楽
の
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
文
化
の
振
興
に
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
稗
田
宰
子
先

生
お
別
れ
の
会
」を
執
り
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
へ
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
参
列
を
賜
り
ま
す
と
き

は
、
平
服
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
ご
香
典
、
お
供
え
物
な
ど

は
一
切
ご
遠
慮
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

お
別
れ
の
会
代
表

竹
田
よ
し
み
会
会
長　

髙
橋　
　

功

児
童
文
学
者　
　
　
　

矢
崎　

節
夫

親
族
代
表（
喪
主
）　　

北
村　

美
音

日
時　

９
月
３
日
㈰　

午
前
９
時
～

会
場　

佐
藤
義
美
記
念
館　

こ
と
り

の
ア
ト
リ
エ（
〒
８
７
８
―

０
０
１
３

竹
田
市
山
手
１
７
３
５
番
地
）　

問
☎
63
―

２
６
５
０（
佐
藤
義
美
記
念

館
）　

竹
田
よ
し
み
会
か
ら
お
知
ら
せ

「
稗
田
宰
子
先
生
お
別
れ
の
会
」を

執
り
行
い
ま
す

竹田市災害廃棄物処理計画の
見直しを行いました
　平成22年度に策定した「竹田市災害廃棄物処理計
画」が５年を経過し、平成23年の東日本大震災では想
定を超える被害が発生したこと、平成24年の九州北
部豪雨では道路が崩壊し、計画していた仮置場が機
能しなかったことから、新たな基準による災害時の
廃棄物処理対策が求められています。そこで、平成
28年度から専門家や関係課と協議を重ねながら、竹
田市災害廃棄物処理計画の見直しを行いました。

⑴ 住民用仮置場兼一次集積所
地　区 場　　　所 面　積 所　管

竹田地区
玉来分館グラウンド 4,950㎡ 竹田市
宗教法人扇森稲荷神社駐車場 7,700㎡ 民有地
旧竹田小学校 7,830㎡ 大分県

荻　地　区
柏原グラウンド 2,282㎡ 竹田市
荻支所駐車場 5,100㎡ 竹田市

久住地区 久住総合運動公園※1 35,000㎡ 竹田市
直入地区 長湯沢水市有地※1 7,596㎡ 竹田市

合　　　計 70,458㎡
※1　二次集積所兼用地

⑵ 二次集積所
地　区 場　　　所 面　積 所　管

竹田地区 飛田川野球場 13,000㎡ 竹田市
荻　地　区 北部グラウンド 7,873㎡ 竹田市
久住地区 久住総合運動公園※2 35,000㎡ 竹田市
直入地区 長湯沢水市有地※2 7,596㎡ 竹田市

合　　　計 63,469㎡
※2　住民用仮置場兼一次集積所兼用

　策定内容の詳細については、竹田市公式ホームペー
ジに掲載していますので、ご覧ください。
問竹田市市民課　環境衛生係　☎63-4821

 平成29年度　竹田市人事異動
平成29年７月１日付 

■課長（１名）
新　　　任 旧　　　任 氏　名

保険健康課長 保険健康課長兼国保・高齢者医療
係長事務取扱 吉野　憲之

■課長補佐（９名）
新　　　任 旧　　　任 氏　名

市民課長補佐兼環境衛生係長 上下水道課長補佐 深田　　徹
保険健康課長補佐 保険健康課主幹 吉田まり子
社会福祉課長補佐兼子育て支援係長 社会福祉課主幹兼子育て支援係長 峯田　佳子
白丹保育所主幹保育士 白丹保育所主幹保育士（係長級） 吉野万千世
農政課長補佐兼農業振興係長 農政課主幹兼農業振興係長 小島　　崇
農林整備課長補佐 農林整備課長補佐兼農村計画係長 後藤　一郎
農林整備課長補佐兼基盤整備係長 農林整備課主幹兼基盤整備係長 佐藤淳一郎
都市デザイン課長補佐 都市デザイン課主幹 原田　　寿

上下水道課長補佐 農林整備課長補佐兼大野川上流推
進室長 古澤　眞治

■係長（12名）
新　　　任 旧　　　任 氏　名

保険健康課国保・高齢者医療係長 保険健康課 加藤　光寿
竹田保育所主幹保育士 竹田保育所主幹保育士 山井眞由美
高齢者福祉課主幹 高齢者福祉課主幹兼介護保険係長 甲斐　正寿
高齢者福祉課主幹兼介護保険係長 高齢者福祉課 畑山　京子
農政課畜産振興室主幹 市民課主幹兼環境衛生係長 工藤　正蔵

農政課畜産振興室主幹兼係長 農政課ブランド推進室係長兼畜産
振興室係長 安南　泰彦

農林整備課主幹兼大野川上流推進
室長

農林整備課主幹兼大野川上流推進
室係長 井上　清志

農林整備課農村計画係長 農林整備課 吉野　謙吾
建設課玉来ダム・中九州横断道路
推進対策室係長 建設課 山口　浩輔

上下水道課係長 竹田中央学校給食共同調理場 馬場　勇二
上下水道課主幹 上下水道課主幹兼生活排水係長 吉野　忠道
上下水道課生活排水係長 上下水道課 中村　祐二

■一般（６名）
新　　　任 旧　　　任 氏　名

総務課（併）選挙管理委員会事務局 総務課 志賀　直樹
農政課畜産振興室 久住支所地域振興課 内柳　雅浩
農林整備課 農政課畜産振興室 原田　秋生
農林整備課 上下水道課 佐藤　光裕
久住支所地域振興課 農林整備課 川越　俊一
竹田中央学校給食共同調理場 農政課畜産振興室 古澤　邦利



9 2017年８月発行

竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～

七
夕
の
日
に「
☆彡（
乾ほ
し

）し
い
た

け
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

竹
田
市
椎
茸
生
産
振
興
会
か
ら
、

市
内
小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
の
食

材
と
し
て
乾
し
い
た
け
５
㎏
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、
７
月
７
日
の
七

夕
の
日
に
、
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校

（
渡
邉
保
隆
校
長
、
49
人
）で
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
乾
し
い
た
け
の
旬
が
６

月
か
ら
７
月
で
あ
る
こ
と
、
七
夕
の

「
星
」と「
乾ほ
し

」の
音
が
重
な
る
こ
と
に

ち
な
ん
で
、
７
月
７
日
を「
日
本
産
・

原
木
乾
し
い
た
け
を
す
す
め
る
会
」

が
定
め
る「
乾
し
い
た
け
の
日
」と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の「
乾
し
い

た
け
の
日
」に
椎
茸
を
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
今
回
初
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

贈
ら
れ
た
乾
し
い
た
け
は
、
こ
の

日
の
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー「
魚
そ
う
め

ん
汁
」の
出
汁
や
具
材
と
し
て
調
理

さ
れ
、
竹
田
・
荻
地
域
の
小
・
中
学

校
に
延
べ
１
２
０
０
食
分
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

　

振
興
会
の
佐
藤
公
紀
会
長
は「
竹

田
市
は
全
国
一
の
乾
し
い
た
け
の
生

産
地
で
す
。
生
産
者
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
栄
養
価
の
高
い
椎
茸
を
、

じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
べ
て
く
だ
さ

い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

児
童
た
ち
は
調
理
さ
れ
た
椎
茸
を

お
い
し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

名水、高原、ヒトの愛— 

竹田市が育む、
たおやかで滋味深い作物たち。

第２回　トマト

竹田トマトの
炊き込みご飯

時
を
経
て
、増
す
魅
力
も
あ
る
み
た
い
。

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介　https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

材料（２人分） 作り方

・トマト（大きめのもの）……………………１／２個
・ちりめんじゃこ………………………………大さじ２
・塩……………………………………………………適量
・顆粒コンソメ………………………………………５ｇ
・白米…………………………………………………１合
・水…………………………………………………200cc
・酒………………………………………………小さじ１

①　トマトは、皮つきのまま、ざく切りにする。

②　お米をとぎ土鍋に入れて（炊飯器でも可）①のトマ
トとちりめんじゃこを入れて、水、顆粒コンソメ、
塩、酒を入れて炊く。

③　②が炊けたらよく混ぜてお茶碗に盛り付ける。

↑児童たちは「乾しいたけは甘い味がしてお
いしい」「お汁にも椎茸の味がしておいし
かった」と笑顔

↑林野庁長官賞を受賞した後藤英二さん

後
藤
英
二
さ
ん
が

　
　
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
　

７
月
８
日
に
豊
後
大
野
市
で
開
催

さ
れ
た「
第
65
回
全
国
乾
椎
茸
品
評

会
」に
お
い
て
、
香こ
う

菇こ

の
部（
個
人
）

で
、
竹
田
市
神
原
の
後
藤
英
二
さ
ん

（
64
歳
）が
１
等
賞
と
な
る
林
野
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
は
年
間
約
20
万
駒
を
生

産
、１
８
０
０
㎏
を
出
荷
し
て
い
て
、

「
地
元
大
分
で
の
開
催
で
、
竹
田
の

椎
茸
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
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竹
田
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
国
内
を

問
わ
ず
、
海
外
に
向
け
て
情
報
発

信
す
る
た
め
、W

alk Japan

代
表
、

The Japan Travel com
pany

株
式

会
社
代
表
取
締
役
の
ポ
ー
ル
・
ク
リ

ス
テ
ィ
さ
ん
を
、
竹
田
市
国
際
観
光

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
任
命
す

る
こ
と
に
な
り
、
７
月
10
日
、
市
役

所
本
庁
舎
で
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ポ
ー
ル
さ
ん
は
、
杵
築
市
で
旅
行

会
社
を
設
立
。
海
外
か
ら
日
本
を
訪

れ
る
外
国
人
観
光
客
向
け
の
ツ
ア
ー

を
企
画
し
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を

獲
得
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
が
進
め
る
国
立
公

園
を
世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
と
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る「
国

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
阿

蘇
く
じ
ゅ
う
地
域
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
旅
行
）

の
強
化
を
図
る「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２
０
」の
策
定
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ー
ル
さ
ん
は
、「
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
多
く
の
外
国
人
が
、
地
方
の

風
景
、
地
元
の
人
と
の
交
流
を
楽
し

ん
で
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う

形
で
地
方
が
発
展
し
て
い
く
余
地
が

あ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　

大
分
県
内
、
福
岡
市
と
そ
の
近
郊
に

在
住
す
る
方
を
対
象
に
募
集
し
た「
竹
田

市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
」に
２
名

の
方
が
決
定
し
、
７
月
３
日
、
任
命
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
や
特
産
品
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

情
報
発
信
を
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
大

分
市
在
住
の
佐
藤
佑
妃
さ
ん（
22
歳
・
会

社
員
）と
竹
田
市
在
住
の
渡
邊
美
穂
さ
ん

（
26
歳
・
保
育
士
）の
お
二
人
で
す
。

　

今
年
も
継
続
し
て
任
命
さ
れ
た
佐
藤

さ
ん
は「
昨
年
１
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ

デ
ィ
を
し
て
竹
田
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
友
人
や
知
人
を

は
じ
め
、
多
く
の
人
に
竹
田
の
魅
力
を

伝
え
た
い
」、
そ
し
て
渡
邊
さ
ん
は「
竹

田
の
温
泉
や
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
風
景
が
好
き
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ

デ
ィ
と
し
て
明
る
く
元
気
に
魅
力
を
発

信
し
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

笑
顔
が
素
敵
な
お
二
人
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
！

竹田市起業家育成支援事業を活用　長湯にカフェがオープン！

　

風
情
漂
う
長
湯
の
商
店
街
に
カ

フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。『
喫
茶  

岩

下
屋
』
―
椎
茸
農
家
を
営
む
岩
下

拓
司
さ
ん（
33
）侑
平
さ
ん（
31
）兄
弟

が
開
い
た
店
だ
。

　

兄
の
拓
司
さ
ん
は
以
前
、
東
京
で

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
店
長
を
務
め
、

弟
の
侑
平
さ
ん
は
元
美
容
師
。
４
年

前
に
地
元
長
湯
に
帰
郷
し
、
兄
弟
で

原
木
椎
茸
の
栽
培
を
始
め
た
。「
高

齢
化
が
進
む
椎
茸
農
家
の
現
状
を

知
っ
た
と
き
、
特
産
の
椎
茸
を
自
分

た
ち
で
作
り
た
い
と
思
っ
た
」と
拓

司
さ
ん
は
当
時
の
思
い
を
語
る
。
栽

培
を
始
め
た
頃
は
、「
農
機
具
を
扱
っ

た
こ
と
も
な
く
、
ク
ヌ
ギ
の
切
り
出

し
や
駒
打
ち
な
ど
の
作
業
も
体
力
的

に
き
つ
か
っ
た
。
弟
と『
よ
い
も
の

を
作
ろ
う
』と
話
し
な
が
ら
乗
り
越

え
て
き
た
」と
拓
司
さ
ん
。
現
在
は

年
間
15
万
駒
を
駒
打
ち
し
、
約
１
㌧

の
椎
茸
を
収
穫
す
る
。

　

岩
下
さ
ん
兄
弟
が「
栽
培
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
に
椎
茸
の

良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」と
考
え
て
い
た

と
き
、
長
湯
の
商
店
街
に
も
と
も
と

「
岩
下
商
店
」と
し
て
店
を
開
い
て
い

た
場
所
を
活
用
し
た
の
が
、
今
回

オ
ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
だ
。

  「
金
銭
面
で
不
安
が
あ
っ
た
が
、『
起

業
家
育
成
支
援
事
業
』に
応
募
し
採

用
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
」と
拓

司
さ
ん
は
話
す
。『
喫
茶　

岩
下
屋
』

で
は
13
種
類
の
ド
リ
ン
ク
・
フ
ー
ド

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
今
後
は
自
家
栽

培
の
椎
茸
を
使
っ
た「
椎
茸
茶
」を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
る
そ
う
で
、「
こ
の

カ
フ
ェ
を
中
心
に
、
椎
茸
狩
り
な
ど

季
節
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
生
産
量
を
増

や
し
な
が
ら
良
質
な
椎
茸
が
作
れ
る

よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
」と
拓
司

さ
ん
は
熱
い
ま
な
ざ
し
で
語
っ
て
く

れ
た
。

竹
田
市
起
業
家
育
成
支
援
事
業
を
活
用

長
湯
に
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
！

↑「岩下椎茸」を手掛ける兄の拓司さん（右）と弟の侑平
さん（左）

↑「喫茶　岩下屋」は、土曜日と日曜日及び祝日の午前
10時から午後５時まで営業。ドリンクやフードメ
ニューも充実し、落ち着いた雰囲気の店内でゆっくり
くつろぐことができる。岩下拓司さんと妻の理美さん
が笑顔で迎えてくれる

↑竹田市観光キャンペーンレディに任命さ
れた佐藤佑妃さん（右）、渡邊美穂さん（左）

↑今後、祖母山系のエコパークや
雄大な久住高原、温泉資源等を
生かしたツアーの催行や情報発
信など、ポールさんにアドバイ
スをいただきながら取り組みを
進めていきます

↑店内では「乾し椎茸」も販売。『岩下椎茸』
のパッケージデザインがユニークだ

元
気
に
竹
田
の
魅
力
を
届
け
ま
す
！

外国人観光客の誘致に向けて
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まちの出来事

夢
が
込
め
ら
れ
た「
夢
ハ

ン
カ
チ
」を
富
士
山
に

　

２
０
０
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
、「
夢

ハ
ン
カ
チ
」に
夢
や
願
い
を
書
き
、

旧
暦
の
七
夕（
８
月
28
日
）に
富
士
山

山
頂
に
届
け
る「
富
士
夢
祭
り
」。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る

北
海
道
・
旭
川
出
身
の
中
山
香
さ
ん

が
竹
田
市
を
訪
れ
、
竹
田
市
立
南
部

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
と
交
流
し
ま
し

た
。

　

中
山
さ
ん
は
６
月
23
日
に
沖
縄
県

を
出
発
。
富
士
山
の
形
を
し
た
神
輿

を
荷
台
に
乗
せ
た
約
30
㎏
の
リ
ア

カ
ー
を
引
き
、
道
中
で
出
会
っ
た
人

に
夢
や
願
い
を「
夢
ハ
ン
カ
チ
」に
書

い
て
も
ら
い
な
が
ら
、
富
士
山
を
目

指
し
ま
す
。
到
着
後
は「
夢
ハ
ン
カ

チ
」を
１
枚
１
枚
赤
い
糸
で
繋
い
で
、

１
周
３
・
７
㎞
の
ド
リ
ー
ム
リ
ン
グ

を
作
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
日
、
中
山
さ
ん
が
訪
れ
た
南

部
幼
稚
園
で
は
、
年
長
組
の
園
児
18

人
が
自
分
の
夢
や
絵
を「
夢
ハ
ン
カ

チ
」に
描
き
、
中
山
さ
ん
に
預
け
ま

し
た
。

　

中
山
さ
ん
は「
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
夢
を
預
か
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
し
て
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

の
夢
が
叶
っ
て
ほ
し
い
。
大
人
の
方

も
夢
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

自
身
を

見
直
す

き
っ
か

け
に
し

て
く
れ

れ
ば
」と

話
し
ま

し
た
。

後
藤
早
乃
さ
ん（
大
分
市
）

が
日
本
一
大
賞
に
！

　

第
20
回
を
迎
え
る「
久
住
高
原
の

唄
日
本
一
大
会
」が
７
月
２
日
、
久

住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

高
年
、
壮
年
、

青
年
、
少
年
少
女
の
４
部
門
に
県
内

外
か
ら
１
３
６
名
が
出
場
。
会
場
に

は
久
住
高
原
の
雄
大
な
情
景
が
浮
か

び
あ
が
る
よ
う
な
唄
声
が
終
日
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

決
勝
大
会
後
に
は
、
少
年
少
女
の

部
を
除
い
た
各
部
門
の
優
勝
者
に
よ

る
日
本
一
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
今
年

の
日
本
一
大
賞
・ 

日
本
民
謡
協
会
賞

に
は
青
年
の
部
第
１
位
、
大
分
市
の

後
藤
早
乃
さ
ん（
19
歳
・
学
生
）が
輝

き
ま
し
た
。

　

後
藤
さ
ん
は
９
歳
の
頃
か
ら
出
場

し
、
今
回
が
ち
ょ
う
ど
10
回
目
の
出

場
と
い
う
こ
と
で「
節
目
の
大
会
で

大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
。
祖
父
が
竹
田
市
出
身
で
よ
く

久
住
高
原
を
訪
れ
て
い
た
の
で
、
高

原
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

ほ
ど
よ
い
緊
張
感
の
中
で
唄
う
こ
と

が
で
き
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

↑日本一大賞に輝いた後藤早乃さん
↑８月28日、園児たちや多くの皆さんの夢がつ

まった「夢ハンカチ」が富士山に届きます！

　九州有数のスイートコーンの生産地「竹田
市菅生地区」で７月16日、「第12回竹田市と
うきびフェスタ in 菅生」が開催されました。 
　会場の道の駅すごうではスイートコーンの
試食・直売や加工品の販売、近くの畑では収
穫体験が行われ、朝早くから多くの来場者が
列を作っていました。
　今年の夏も、甘みがギュッとつまったス
イートコーンをぜひお楽しみください！

↑「とても甘くて、おいしい！」と収穫したばかりのスイート
コーンにかぶりつく子どもたち

↑中島公園・名水河川プールでは、冷たい湧水が勢いよく流れ
る滑り台が大人気。この日も涼を求めて、多くの家族連れが
訪れていました

　

夏
真
っ
盛
り
の
７
月
16
日
、
竹
田

市
入
田
の
中
島
公
園
・
名
水
河
川

プ
ー
ル
で「
第
32
回
名
水
祭
り
・
河

川
プ
ー
ル
開
き
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
の
安
全
を
祈
願
し
て
神
事
が

行
わ
れ
た
あ
と
、ス
テ
ー
ジ
で
は
神

楽
や
民
謡
が
披
露
さ
れ
、ま
た
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
て
エ
ノ
ハ
・
鱒
の

つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
会

場
は
終
日
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
涼
」と「
味
覚
」を
求
め
て

笑
顔
の“
夏
満
開
”

　
　
　
　
　
　
　

名
水
祭
り
・
河
川
プ
ー
ル
開
き
＆

　
　
　
　
　
　
　

竹
田
市
と
う
き
び
フ
ェ
ス
タ 

in 

菅
生
開
催
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竹
田
市
豪
雨
災
害
を

忘
れ
ず
に

　

平
成
24
年
７
月
12
日
に
発

生
し
た「
竹
田
市
豪
雨
災
害
」を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
広
く
防
災

対
策
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
深
め
よ
う
と
、「
７
・
12
竹

田
市
防
災
の
日
」特
別
講
演
会

が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
民
や
関
係

者
ほ
か
約
２
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
演
会
で
は
、
大

分
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
石

井
圭
亮
診
療
教
授
を
講
師
に
迎

え
、「
大
分
県
の『
救
急
医
療
と

災
害
医
療
』―
竹
田
市
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
―
」を
テ
ー

マ
に
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
搭
乗
し
救

急
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
石

井
先
生
は
、
県
内
の
６
医
療
圏

の
う
ち
、
大
分
市
や
別
府
市
な

ど
の
中
部
・
東
部
医
療
圏
に
医

師
の
約
75
％
が
集
中
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
で
治
療
開

始
時
間
が
27
・
２
分
短
縮
さ
れ

て
い
る
こ
と
」な
ど
を
例
に
挙

げ
、
広
域
救
急
医
療
体
制
の
必

要
性
を
話
し
ま
し
た
。

も
ど
ら
な
い
。
も
ど
さ
な
い
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

竹
田
市
民
大
会
開
催

　

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

で
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
、
７
月
８

日
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
第
67
回「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」竹
田
市
民
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
５
人
の
中
高
生
た

ち
が
、
学
校
生
活
の
な
か
で
経

験
し
た
思
い
や
将
来
の
夢
な
ど

を
発
表
し
ま
し
た
。

地
域
で
で
き
る
移
動
支
援

に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
そ
う
と
７
月
22

日
、「
新
し
い
地
域
さ
さ
え
愛

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
竹
田
」が

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
市
内
の

事
業
所
や
自
治
会
な
ど
か
ら
約

２
０
０
人
が
参
加
。「
地
域
で

で
き
る
移
動
支
援
」を
テ
ー
マ

に
、
地
区
ご
と
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

自
家
用
車
を
用
い
て
移
動
す
る

こ
と
が
多
い
竹
田
市
の
現
状
と

課
題
、
解
決
方
法
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
会
が

10
周
年

　

市
内
各
地
で
健
康
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る「
竹
田

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
会
」が
10
周
年

を
迎
え
、
７
月
21
日
、
竹
田
市

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

「
竹
田
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん

会
」は
、
健
康
増
進
や
介

護
予
防
を
推
進
す
る「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成

講
座
」の
卒
業
生
で
、
平

成
19
年
に
結
成
。
会
員
63

名
で
生
き
が
い
サ
ロ
ン
や

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
、
健

康
学
習
会
で
、
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
で
き
る「
お
茶
の
間

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
」

や
介
護
予
防
体
操「
竹
田

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
音
頭
」の

普
及
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
の
命
日
に

あ
た
る
６
月
29
日
、
母
校
の
竹

田
小
学
校（
河
野
啓
士
校
長
・

１
６
４
人
）で
、
恒
例
の
顕
彰

行
事「
第
54
回
瀧
祭
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は「
一
人
ひ
と

り
が
全
力
を
出
し
切
っ
て
、
心

を
一
つ
に
し
、
瀧
先
生
に
一
生

懸
命
練
習
し
た
音
楽
を
届
け
よ

う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

開
催
。

　

児
童
代
表
が
遺
影
に
献
花
を

捧
げ
た
あ
と
、
保
護
者
や
地
域

の
人
に
合
奏
と
合
唱
を
披
露
。

最
後
は
児
童
全
員
で「
荒
城
の

月
」を
合
唱
し
、
母
校
が
生
ん

だ
偉
大
な
作
曲
家 

・
瀧
廉
太
郎

を
偲
び
ま
し
た
。

　

同
日
、
瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う

た
う
会
主
催
の「
第
１
１
５
回

忌
追
悼
祭
」が
瀧
廉
太
郎
記
念

館
の
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
追

悼
祭
で
は
廉
太
郎
像
に
献
花
が

捧
げ
ら
れ
、参
列
者
に
よ
る「
荒

城
の
月
」の
献
歌
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

↑「備えがあっても憂いがある」くらいの心構えで、
いつ発生するか分からない災害に備えましょう

楽
聖
・
瀧
廉
太
郎
の
功
績
を
偲
ん
で

↑「瀧先生に音楽を届けよう」と演奏する児童たち

↑参列者全員で「あゝ瀧廉太郎」を合唱
し、功績を偲びました

輝いた！竹田の星
山田　愛さん（直入中出身）連覇！
　大分大学２年の山田愛さん（直入
中出身）は、６月10日と11日に大阪
府能勢町で行われた「第４回全国学
生・生徒エアピストル射撃競技大
会」において、「10ｍエアピストル女
子立射40発競技総合個人戦」で優勝、
見事２連覇を達成しました。

↑大会では中学生・高校生による意見発表が行
われました

↑参加者から多くの建設的な意見が出され
ました

↑これからも竹田をしゃんと元気にしていきます！

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）
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　剣誠館は、平成29年度大分県道場少年剣道
大会（兼全国道場少年剣道大会大分県予選）団
体戦の中学生の部で優勝。７月25・26日に東
京都の日本武道館で開催される「第52回全国道
場少年剣道大会」に８年連続で出場します。

　楳木日出行さん（久住町下
町）は、９月９日から３日間、
秋田県由利本荘市で行われ
る「第30回全国健康福祉祭

（ねんりんピック）剣道交流
大会」の団体戦に大将として
出場します。

　直入ジュニアバレーボールクラブは、ファ
ミリーマートカップ第37回全日本バレーボー
ル小学生大会大分県大会（混成の部）で優勝。８
月７日から４日間、東京体育館ほか４会場で
開催される全国大会に出場します。

　新地義昭さん（竹田市玉来）は、「2016年五
島長崎国際トライアスロン大会」の30〜34歳
の部門で優勝。８月27日にカナダのペンティ
クトンで開催される「ＩＴＵ世界ロングトライ
アスロン選手権」に出場します。

　中倉幸雄さん（竹田高校教諭）
は、８月５日に埼玉県上尾市で
行われる「第59回全国教職員剣
道大会」の団体戦に大将として
出場します。

　都野小学校４年の児玉龍生さん（ななせ体
操クラブ）は、九州小学生大会大分県予選会
の体操競技男子の部で個人総合４位入賞。８
月12・13日に沖縄県総合運動公園体育館で
行われる九州小学生大会に出場します。

　由布高校３年の渡邊崇一朗さん（都野中出
身）は、「大分県高等学校総合体育大会ライフ
ル射撃競技」のエアライフル男子（個人）で優
勝。７月28日から４日間、広島県安芸太田町
で行われる「全国高等学校ライフル射撃競技選
手権大会」に出場します。

　竹田南部中学校３年の佐藤龍馬さんが所
属する大分ラグビースクールは、第39回九
州ジュニアラグビーフットボール競技大会
大分県予選大会で優勝。８月４日から３日
間、日田市で行われる九州大会に出場しま
す。

　荻町スポーツ少年団野球部は、８月18日か
ら６日間、佐賀県唐津市で開催される第30回
虹の松原旗争奪九州・山口地区親善少年軟式
野球大会に出場します。

剣誠館

楳木日出行さん

直入ジュニアバレーボールクラブ

新地義昭さん

中倉幸雄さん

児玉龍生さん

渡邊崇一朗さん

佐藤龍馬さん

荻町スポーツ少年団野球部

輝け！竹田の星

輝け！竹田の星
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８月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2017年（平成29年）

3 4 5
・竹田温泉「花水月」休館日
・第34回子ども祭りinなおいり

9:00受 付　9:30開 会（ 直 入 公
民館）

・健康づくり教室「やさしいスト
レッチ」 14:00-15:00（竹田市総
合社会福祉センター）

・KUJUの夏2017  hosizora LIVE 
& aozora YOGA  18:00～（久住
町・ボイボイキャンプ場）  ※音
楽ライブ・星空観賞会・ヨガ
等　☎080-3416-1983（竹田市
地域おこし協力隊　萩原）

・竹田市歩こう会「中島公園」　8:00集合
（本町マルショク前）☎62-2501（山本）

・第25回ナイター陸上「2017ドリームゲー
ムスinおぎ」　16:00～開会式（竹田市立
荻小学校グラウンド）

・竹田七夕子ども夜市　17:00～（竹田市
立歴史資料館駐車場）

・第48回大分県学童野球選手権大会（竹
田市総合運動公園・飛田川球場）※７
日・11日も開催

10 11 山の日 12
・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市畜産共進会　8:30開会

式（久住家畜総合センター審
査場）

・TAOの夏フェス2017 ～27日㈰
まで開催   TAOの里(くじゅう
花公園近く)

・くじゅうの山絵画コンクール
表彰式　10:00～（竹田市久住
支所）

・アートキャンプ竹田－竹田市
と東京をアートでつなぐ－　
～20日㈰まで開催  竹田城下
町８か所のギャラリー及び
ショップ

・ふるさとふれあい夜市  18:00
～（直入町長湯   湯ノ原商店街） 
☎75-2020（九州アルプス商工
会直入支所）

17 18 19
・竹田温泉「花水月」休館日
・第38回トマト愛の定期便　9:00~（大分

県農業協同組合豊肥事業部荻野菜集出
荷場）

・５歳児健康診査　13:00受付（竹田市総
合社会福祉センター）

・こころの健康相談　13:30-15:30（荻支
所）　☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）※要予約（相談日の前日午前中
まで）

・日本バチカン国交樹立75周年記念
事業「豊後キリシタンの展開と岡
藩」展　～９月24日㈰まで　旧竹
田市立図書館（入場無料）  ☎63-
2200（竹田市立歴史資料館）

・里山保全親子森林教室 10:00-15:00
（緩木神社横こしきの杜）※竹箸

づくり・植物観察会等☎63-2638
（NPO法人 里山保全竹活用百人会）

24 25 26
・竹田温泉「花水月」休館日
・健康づくり教室「かんたんな

筋トレ」  14:00-15:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・精神保健福祉相談  14:00-16:00
（大分県豊肥保健所） ☎0974-

22-0162（豊肥保健所）※要予
約

・親子防災教室（起震車による
地震体験など）　9:00そうぞ
う の 丘 集 合　 ☎62-4100（ 竹
田創生館）

・第10回奥豊後の踊りを楽しむ
夕べ　17:00～（久住総合運動
公園　雨天時は体育館）

31
・竹田温泉「花水月」休館日
・第70回大分県民体育大会竹田市

選手団結団式　18:30～（竹田市
総合社会福祉センター）

・【納期限】市県民税２期、国民健
康保険税５期、介護保険料・後
期高齢者医療保険料２期

・「個人事業税」第１期分納期限　
☎0974-22-7501（大分県豊後大野
県税事務所）

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・８月４日・18日㈮13:30-15:30
　古町商栄会

【荻「しらみず」】
・８月８日・22日㈫13:00-15:00
　荻「しらみず」

【久住「りんどう」】
・８月８日㈫・24日㈭13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入「ゆのはな」】
・８月18日・25日㈮13:00-15:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・８月10日・17日㈭13:00-15:00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・８月９日㈬13:00-15:00
 　入田分館
・８月23日㈬13:00-15:00
　嫗岳分館
・８月29日㈫13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・８月２日㈬13:30-15:30 
　くたみたきのう館
・８月19日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

８月16日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

今月の健診日程
※受付時間は午前８時～10時	

〔巡回健診〕
（特定健診＋がん健診等）	

月　日 曜日 場　所

8月  1日 火

竹田市総合社会
福祉センター

8月  2日 水

8月  3日 木

8月  4日 金

8月21日 月 都野公民館

8月27日 日
竹田市総合社会
福祉センター

8月28日 月
久 住 保 健 セ ン
ター

９月４日から10日は
全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間です
　高齢者や障がい者に対する暴行・虐待など人権問題に関する相
談をお寄せください。
人権擁護委員、法務局職員が解決方法を一緒に考えます。
問☎0570-003-110（全国共通・ナビダイヤル）
　※ＩＰ電話等からは利用できない場合があります。ＩＰ電話の

方は大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368までお問い
合わせください。

　※相談時間は平日は午前８時30分～午後７時、土日は午前10時
～午後５時

県税事務所からの
お願い
 「個人事業税」第１期分の納
期限は8月31日㈭です。必ず
納めましょう。　
☎0974-22-7501（大分県豊後
大野県税事務所）
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たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。  ㉄竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1 2
・第９回竹田市農業委員会総会
   10:00～（市役所本庁庁議室）

・おはなしのへや　10:30～11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）　☎63-3346（竹田

市心の相談支援事業所）※要予
約（相談日の前日午前中まで）

6 7 8 9
・第13回市民球技大会　種目及び会場：

軟式野球（竹田市民球場・飛田川球場）
／ソフトボール（竹田市総合運動公園
多目的広場Ａ・Ｂ）／混合ミニバレー
ボール（竹田中学校体育館）／卓球（豊
岡小学校体育館）／ゲートボール（す
ぱーく久住）／ソフトテニス（竹田市総
合運動公園テニスコート）／バドミン
トン（竹田市久住総合運動公園体育館）
／グラウンドゴルフ（荻福祉健康エリ
ア）

・荻の里温泉休館日 ・おはなしのへや　10:30-11:00
   （竹田市立図書館えほんのへや）

・久住夏越祭り（前夜祭） 15：00
～子ども山車（久住町商店街） 
20:00～夜渡太鼓（久住神社境
内）

・久住夏越祭り（御日） 19:50-21:00
頃　本山車（久住町商店街）

13 14 15 16
・第14回小松明祭り 19:00～
　一斉点火（宮城地区古園・上

坂 田･刈 小 野･阿 鹿 野 大 橋 一
帯）

　☎66-2014（宮城地区観光振興
計画推進委員会〈宮城分館〉）

・おはなしのへや　10:30-11:00
   （竹田市立図書館えほんのへや）

・精霊流し  19:00-20:00（JR豊後
竹田駅前稲葉川河川敷） ☎63-
3161（竹田市まちづくり実行
委員会〈竹田商工会議所内〉）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯お
んせん市場休業日

・年金相談［完全予約制］ 　10:00-15:00（竹
田市高齢者いきいき交流センター）

・１歳６か月児健康診査　13:00受付（竹田
市総合社会福祉センター）

・第13回人権を守る市民の集い　13:00開
場13:40開 会（ 久 住 公 民 館 く じ ゅ う サ ン
ホール）

・大分県行政書士会無料相談会　13:00～
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　☎
097-537-7089（大分県行政書士会事務局）

20 21 22 23
・竹田市歩こう会「市内散策・

お寺巡り」　8:00竹田温泉「花
水月」前集合　☎62-2501（山
本）

・植物観察会「豊後大野市川上
渓谷・尾平越え」 8:00市役所
駐車場集合 ☎62-4100（竹田
創生館）

・荻の里温泉休館日 ・荻の里温泉休館日
・おはなしのへや　10:30-11:00（竹

田市立図書館えほんのへや）
・こころの健康相談　13:30-15:30

（竹田市総合社会福祉センター）
☎63-3346（竹田市心の相談支援
事業所）※要予約（相談日の前日
午前中まで）

・市民提案型地域活力創造事業公
開プレゼンテーション　13:30～

（竹田市総合社会福祉センター）

27 28 29 30
・第11回なおいりスポーツ祭　

9:30～開会（直入総合運動公
園中央グラウンド・B&G直入
海洋センター体育館）

・西南戦争戦跡めぐり「藤丸警
部の話と戦跡」  9:30竹田創生
館集合  ☎62-4100（竹田創生
館）

・おはなしのへや　10:30-11:00
   （竹田市立図書館えほんのへや）

・もぐもぐ教室（離乳食教室）　
9:30受付（竹田市総合社会福祉
センター）

■2017年９月上旬の主な予定
９月２日㈯　・第５回血栓フォーラム　13:00～（竹田市総合社会福祉センター）
９月２日㈯～３日㈰
　　　　　　・第70回大分県民体育大会（先行競技開催）　別府市ほか会場
９月３日㈰　・「稗田宰子先生お別れの会」　9:00～（佐藤義美記念館ことりのアトリエ）
９月７日㈭～11日㈪
　　　　　　・第11回全国和牛能力共進会（宮城県仙台市「夢メッセみやぎ」）
９月８日㈮　・健康づくり教室「やさしいストレッチ」　14:00-15:00（竹田市総合社会福祉センター）
９月９日㈯～11日㈪
　　　　　　・第70回大分県民体育大会（主日程）　別府市ほか会場

月
間
・
そ
の
他

○北方領土返還運動全国強調月間
○食品衛生月間
○電気使用安全月間
○道路ふれあい月間
○水の週間（８／１㈫～７㈪）
○道路防災週間（８／25㈮～31㈭）
○夏の省エネキャンペーン
　（６／１㈭～９／30㈯）
○自然に親しむ運動
　（７／21㈮～８／20㈰）

都市計画道路変更に関する案を縦覧します。
　現在、竹田市では、長期にわたり未着手路線となっている都市
計画道路「竹田駅前平線」について、都市計画変更手続きを進めて
おり、このたび、都市計画道路変更に関する案を縦覧します。
　なお、この案に対する意見書の提出は、縦覧期間満了の日が期
限となります。
◇案縦覧
　縦覧期間　8月2日㈬〜16日㈬
　　　　　　午前８時30 分 〜午後５時（平日のみ）
　縦覧場所　竹田市都市デザイン課
問竹田市都市デザイン課　☎63-4848
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展　
示

日
本
バ
チ
カ
ン
国
交
樹
立
75
周

年
記
念
事
業「
豊
後
キ
リ
シ
タ

ン
の
展
開
と
岡
藩
」展

　　

バ
チ
カ
ン
図
書
館
で
進
行
中
の

「
マ
レ
ガ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
概
要

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
豊
後
岡

藩
」を
中
心
に
豊
後
キ
リ
シ
タ
ン
史

の
展
開
に
つ
い
て
紹
介
す
る
展
示
を

行
い
ま
す
。
竹
田
市
に
今
も
残
る
キ

リ
シ
タ
ン
史
料
か
ら
、
岡
藩
の
キ
リ

シ
タ
ン
禁
制
の
実
態
を
読
み
解
い
て

い
き
ま
す
。

期
間　
８
月
19
日
㈯
～
９
月
24
日
㈰

※
月
曜
日
は
休
館
日

場
所　
旧
竹
田
市
立
図
書
館（
入
場

無
料
）

主
催　
大
分
県
立
先
哲
史
料
館

　
　
　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館

問 

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館

☎
63
―
２
２
０
０

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
セ
ミ
ナ
ー

  

「
働
き
方
改
革
」を
進
め
る
う
え
で
、

育
児
・
介
護
と
の
両
立
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
子
育
て
・

介
護
に
配
慮
し
て
会
社
を
伸
ば
す
」

を
テ
ー
マ
に
、
経
営
者
側
に
立
っ
た

講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
29
日
㈫　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　
九
州
労
働
金
庫
大
分
支
店　

５
階
会
議
室（
大
分
市
寿
町
）

内
容　

講
演「
働
き
方
改
革
」と
育

児
・
介
護

講
師　
特
定
社
会
保
険
労
務
士　

西

村
慶
治
氏

定
員　
１
０
０
名（
参
加
無
料
）

申
込
締
切　
８
月
23
日
㈬

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政

策
課
労
働
相
談
・
啓
発
班

☎
０
９
７
―
５
０
６
―
３
３
５
３

FAX 

０
９
７
―
５
０
６
―
１
７
５
６

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し

た
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

日
時　
９
月
３
日
㈰　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
大
字

玉
沢
）

参 

加 

料　
無
料

申
込
締
切　
８
月
28
日
㈪

・

 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー  

☎
０
９
７
―

５
４
１
―

６
２
９
０

人
工
内
耳
相
談
会

　

補
聴
器
が
使
え
な
い
高
度
難
聴
者

が
聞
こ
え
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
先
進
医
療「
人
工
内
耳
」の
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
神
田

Ｅ･

Ｎ･

Ｔ
医
院（
長
崎
県
）の
神
田
幸

彦
先
生
で
、
こ
れ
ま
で
に
人
工
内
耳

５
０
０
例
を
施
術
し
、
補
聴
器
外
来

で
４
０
０
０
人
を
診
ら
れ
て
い
ま
す
。

難
聴
児
の
言
語
取
得
に
も
力
を
注
い

で
お
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
10
日
㈰　

午
後
２
時
～

５
時

場
所　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分 

大
会

議
室（
大
分
市
金
池
南
）

問
人
工
内
耳
友
の
会
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
大

分
支
部　

斉
藤

☎
０
９
０
―
１
１
７
２
―
５
４
６
９

FAX 

０
９
７
２
―
63
―
７
３
１
５

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
障
が
い
者
と
事
業
主
を
対
象

と
し
た
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
27
日
㈬　

午
前
10
時
～

12
時
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分 

２
階 「
二
豊
の
間
」

※
参
加
企
業
は
午
前
と
午
後
で
入
れ

替
わ
り
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

障
が
い
者
の
方
や
事
業
主
の
方
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

☎
０
９
７
４
―
22
―
８
６
０
９

年　
金

任
意
加
入
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

60
歳
以
上
の
方
も
国
民
年
金
に
加

入
で
き
る
任
意
加
入
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、「
60
歳
か
ら

65
歳
ま
で
」の
５
年
間
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
65
歳
か
ら

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
期
間
が
10
年
に
満
た

な
い
方
は
、
最
長
70
歳
ま
で
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
で
資
格
期

間
が
増
え
、
年
金
を
受
け
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
次
の
①

～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方（
年
金
の
受
給

資
格
期
間
10
年
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
70
歳
未
満
の
方
ま
で
）

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険

料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月（
40
年
）

未
満
の
方

④
現
在
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
方

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
大
分
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
―
５
５
２
―
１
２
１
１

福　
祉

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
受
給
者
の
方
へ

　

８
月
は
現
況
届
並
び
に
所
得
状
況

届
出
の
月
で
す
。
８
月
分
以
降
の
手

当
の
受
給
要
件
を
確
認
す
る
た
め
、

通
知
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

必
ず
期
限
内
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

〇
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
を
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
開
始
月
か
ら
５
年
ま
た
は
支

給
要
件
に
該
当
し
た
月
か
ら
７
年
を

たけたん

情 報

８月号
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経
過
す
る
ま
で
の
間
の
手
当
の
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■平成29年４月分以降の手当額

一部支給される者

月額42,280円
〜9,980円

加算額9,980
円〜5,000円

加算額5,980
円〜3,000円

※一部支給は受給者の所得額に応じて、10円きざみ

全額支給される者

月額42,290円

加算額9,990円

加算額5,990円

区　　　分

児童１人のとき

児童２人のとき

児童３人以上のとき

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係   

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
５
７
）

〇
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
監

護
す
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

手
当
の
額
は
、重
度
障
が
い
児（
１

級
）の
場
合
、
児
童
１
人
に
つ
き
月

額
５
万
１
４
５
０
円
、
中
度
障
が
い

児（
２
級
）の
場
合
、
児
童
１
人
に
つ

き
月
額
３
万
４
２
７
０
円
で
す
。

　

受
給
要
件
、
手
当
等
の
詳
細
は
社

会
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係  

☎
63
―
１
１
１
１（
内
線
１
５
４
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
を
助
成

し
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
そ
の
児
童

を
対
象
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
ま
す
。

受
給
資
格
者

　

離
婚
、
死
別
等
で
配
偶
者
の
い
な

い
人
で
、
現
に
18
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
人
で
す
。

支
給
制
限

　

請
求
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者
等

の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度（
12
月
か
ら
翌

年
の
11
月
ま
で
）は
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所
得
限
度
額

は
児
童
扶
養
手
当
の
限
度
額
と
同
じ

で
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係  

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
５
７
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
方
の
住
宅

改
造
に
係
る
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
方
の
身
体

機
能
障
が
い
等
に
よ
っ
て
在
宅
生
活

で
の
不
便
や
危
険
を
軽
減
す
る
た
め
、

住
宅
改
造
費
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。

対
象
者　

対
象
者
は
次
の
項
目
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
で
す
。
た
だ

し
、
⑴
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

⑴
重
度
障
が
い
者（
身
体
障
害
者
手

帳
１
、２
級
・
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ

２
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
方
）の
い
る
世
帯

⑵
世
帯
員
が
竹
田
市
内
に
住
所
を
有

す
る
こ
と

⑶
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額

が
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

対
象
工
事　

玄
関
、
台
所
、
浴
室
、

便
所
、
廊
下
、
居
室
、
階
段
、
洗
面

所
等
を
利
用
し
や
す
く
改
造
す
る
こ

と※
工
事
前
の
申
請
が
必
要

申
込
方
法　

10
月
13
日
㈮
ま
で
に
必

要
書
類（
協
議
書
・
計
画
書
・
個
別

調
書
・
見
積
書
・
改
造
前
後
の
見
取

図
・
現
況
写
真
）を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
事
前
着
工
不
可
）

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係   

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
５
４
）

消
費
者
行
政

格
安
ス
マ
ホ
　
契
約
前
に
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
確
認
を 

―

　

い
わ
ゆ
る“
格
安
ス
マ
ホ
”を
契
約

し
て
使
っ
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
の
携

帯
電
話
と
同
じ
内
容
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
格
安
ス
マ

ホ
会
社
の
中
に
は
実
際
の
店
舗
が
な

く
、
故
障
時
の
対
応
や
問
い
合
わ
せ

窓
口
が
電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

限
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
故
障
時
に
代
替
機
の
貸
し
出

し
サ
ー
ビ
ス
が
有
料
で
あ
っ
た
り
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
携
帯
電
話
会

社
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
違
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
契
約
前
に
サ
ポ
ー
ト
体

制
や
自
分
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
確
認
し
、
よ
く
検
討
し
て
か
ら
契

約
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）　

☎
63
―

４
８
３
４　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時（
月
～
金　

平
日
の
み
）　

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

たけたん情報

公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（11戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
玉来第２団地 ３ 単身可
七里団地 １ 世帯
下矢倉団地 １ 世帯

荻 栄住宅 １ 世帯

久住
桐迫住宅 ４ 世帯
さくら住宅 １ 35歳以下の単身

２．特定公共賃貸住宅（５戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
七里団地　Ｆ棟 １

35歳以下の単身
七里第２団地　B棟 ２

久住 白丹住宅 ２ 世帯

■申込方法
　竹田市住宅管理センター (本庁建設課内)また
は各支所地域振興課に備え付けている入居申込
書に必要事項を記入のうえ、提出してください。
　
募集期間　８月７日㈪～16日㈬　
　※土・日・祝日を除く
抽選日　８月18日㈮　午前10時～
入居指定日　９月16日または10月１日
　次回の募集月は11月です。
　詳細は大分県住宅供給公社のホームページを
ご覧ください。
●お問い合せ
　竹田市住宅管理センター　☎63-4400
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募　
集

ふ
る
さ
と
史
学
習
グ
ル
ー
プ
の

会
員
募
集

　

久
住
公
民
館
で
は
、
昭
和
初
・
中

期
に
久
住
を
訪
れ
た
人
（々
与
謝
野

寛
・
晶
子
、
川
端
康
成
、
北
原
白

秋
、
徳
富
蘇
峰
等
）や
地
元
出
身
の

文
人
墨
客（
筑
紫
久
嶺
、
都
甲
九
峰
、

白
壁
康
、
後
藤
是
山
等
）に
つ
い
て
、

久
住
支
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
歴
史

資
料
を
中
心
に
勉
強
す
る
、「
ふ
る

さ
と
史
学
習
グ
ル
ー
プ
」の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
で
は
月
に
一
回
程
度
集

ま
っ
て
勉
強
会
を
行
う
予
定
で
す
。

（
勉
強
会
の
回
数
や
内
容
は
参
加
者

で
協
議
し
て
決
定
）  

参
加
希
望
の
方

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

久
住
地
域
以
外
の
方
の
参
加
も
歓
迎

し
ま
す
。

第
１
回
勉
強
会（
予
定
）

日
時　

８
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
30

分
～

会
場　

久
住
公
民
館

・

 

久
住
公
民
館

☎
76
―

０
７
１
７（
担
当　

本
郷
）

中
途
失
明
者
社
会
適
応
訓
練
事

業「
休
火
山
塾
」入
塾
生
募
集

　

中
途
失
明
者
社
会
適
応
訓
練
事
業

「
休
火
山
塾
」で
は
、
中
途
失
明
者
の

社
会
復
帰
を
図
る
た
め
の
助
言
指
導
、

自
立
生
活
に
必
要
な
前
訓
練
を
行
い

ま
す
。

内
容　

点
字
指
導
、
感
覚
訓
練
、
歩

行
訓
練
、
盲
人
用
具
の
使
用
法
、
生

活
援
護
措
置
に
関
す
る
助
言
指
導
や

自
立
生
活
相
談

場
所　

中
途
失
明
者
適
応
訓
練
竹
田

教
室（
直
入
町
桑
畑
バ
ス
停
前
） 

※

毎
月
１
回
開
催

受
講
料　

無
料

講
師　

下
田
一
男
氏　

吉
野
英
明
氏

問
☎
75
―

２
６
１
２（
吉
野
） 

※
毎
週

月
、
火
、
水
曜
日
の
午
後
２
時
～
午

後
５
時
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
農
業
担
い
手
簿
記

研
修
会
受
講
生
募
集

　

安
定
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
経
営
体
の
育
成
を
目
的
に
、「
農

業
簿
記
研
修
会
」を
竹
田
市
と
豊
後

大
野
市
の
共
催
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
３
日
～
12
月
19
日　

毎

週
火
曜
日（
計
12
回
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
12
月
19
日
は
、
質
疑
等
の
予
備
日

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場　

豊
後
大
野
市
緒
方
支
所　

３

階
会
議
室

対
象　

地
域
農
業
の
担
い
手（
認
定

農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
、
女
性
農
業
経
営
士
、
農
業
青

年
、
新
規
就
農
者
）、
農
業
委
員

内
容　

複
式
簿
記
の
基
礎
講
習
を
８

回
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
４
回

講
師　

大
分
県
農
業
会
議　

農
業
経

営
指
導
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　

森
川
詔

也
氏

受
講
料　

無
料

募
集
定
員　

10
名（
先
着
順
）

募
集
期
限　

９
月
15
日
㈮

問 

竹
田
市
農
政
課

☎
63
―

４
８
０
５（
担
当　

野
仲
）

北
原
白
秋
先
生
の
故
郷
柳
川
で

詩
を
朗
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

詩
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
国
民
的
詩

人
の
北
原
白
秋
先
生
を
偲
び
行
わ
れ

る「
白
秋
祭
」へ
の
献
詩
を
募
集
し
ま

す
。

形
式　

自
由
詩（
字
数
、
内
容
等
に

制
限
な
し
。
た
だ
し
、
未
発
表
の
自

作
の
作
品
に
限
り
ま
す
）

応
募
方
法　

Ｂ
４
判
４
０
０
字
詰
原

稿
用
紙
を
使
用
。
１
人
に
つ
き
２
点

ま
で
応
募
で
き
ま
す

応
募
部
門　

小
学
生
の
部
／
中
学
生

の
部
／
高
校
生
・
一
般
の
部

募
集
締
切　

９
月
１
日
㈮
必
着

・

 　

柳
川
市
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課（
〒
８
３
２
―

８
５
５
５　

柳

川
市
三
橋
町
正
行
４
３
１
）

☎
０
９
４
４
―

77
―

８
８
６
３

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
―

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
予
定
の
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ

ろ
旅（
２
０
１
７
秋
の
旅
）」

　

９
月
25
日
、
信
濃
国
長
野
県
を
ス

タ
ー
ト
。
愛
知
、
三
重
、
和
歌
山
か

ら
四
国
に
入
り
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、

高
知
と
４
県
を
巡
り
九
州
大
分
へ
。

宮
崎
、
そ
し
て
鹿
児
島
を
目
指
し
ま

す
。

　

番
組
で
は
、

皆
さ
ん
か
ら
の

お
手
紙
で
旅
の

ル
ー
ト
を
決
定

す
る
た
め
、
市

内
の「
忘
れ
ら

れ
な
い
場
所
、

風
景
」に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

大
分
県
の
放
送
予
定　

12
月
４
日
㈪

〜
８
日
㈮

応
募
期
限　

10
月
23
日
㈪
必
着

応
募
内
容　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、

風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

応
募
方
法　

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://nhk.jp/kokorotabi 

FAX 

03
―

３
４
６
５
―

１
３
２
７

郵
送　

〒
１
５
０
―

８
０
０
１　

Ｎ

Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」係

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
―

０
６
６
―

０
６
６ 

ま
た

は 
☎
０
５
０
―

３
７
８
６
―

５
０
０
０

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」お
手
紙
募
集
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試　
験

大
分
県
職
員
採
用
選
考

○
児
童
自
立
支
援
専
門
員

第
１
次
選
考
日　

９
月
17
日
㈰

会
場　

大
分
県
庁
舎　

会
議
室

申
込
期
限　

８
月
18
日
㈮

○
保
健
師

第
１
次
選
考
日　

９
月
24
日
㈰

会
場　

大
分
県
立
大
分
西
高
等
学
校

（
大
分
会
場
）ま
た
は
都
道
府
県
会
館

（
東
京
会
場
）

申
込
期
限　

９
月
１
日
㈮

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受

付
等
で
配
布
の
選
考
要
領（
大
分
県

人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公

務
員
課
任
用
給
与
班　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
２
２

大
分
県
職
員（
身
体
障
が
い
者
）

対
象
採
用
選
考

職
種
・
採
用
予
定
者
数　

一
般
事
務

２
名
・
教
育
事
務
１
名
・
警
察
事
務

１
名

受
験
資
格（
次
の
項
目
の
全
て
を
満

た
す
者
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者　

②
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可

能
な
者

③
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

④
活
字
印
刷
文
ま
た
は
点
字（
一
般

事
務
ま
た
は
教
育
事
務
に
限
る
）に

よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
者

第
１
次
試
験
日
・
試
験
会
場　

10
月

15
日
㈰　

大
分
県
庁
舎

申
込
期
間　

８
月
28
日
㈪
～
９
月
15

日
㈮

問
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局　

☎

０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
１
２（
直
通
）

大
分
県
技
能
職
員（
農
業
技
術
員
）選
考

試
験
日　

第
１
次
試
験　

10
月
15
日

㈰　

第
２
次
試
験　

11
月
22
日
㈬

会
場　

大
分
県
庁
ま
た
は
大
分
県
自

治
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　

８
月
21
日
㈪
～
９
月
８

日
㈮

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受

付
等
で
配
布
の
選
考
要
領（
大
分
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
制
度

班　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
３
１
２

大
分
県
産
業
創
造
機
構
職
員
募
集

　

県
内
産
業
の
発
展
の
た
め
、「
と

も
に
未
来
に
挑
戦
す
る
」職
員
を
募

集
し
ま
す
。

試
験
日　

１
次
試
験　

10
月
15
日
㈰

　
　
　
　

２
次
試
験　

11
月
12
日
㈰

採
用
予
定
者
数　

２
名

受
付
期
限　

９
月
14
日
㈭
必
着

※
詳
細
は
大
分
県
産
業
創
造
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問（
公
財
）大
分
県
産
業
創
造
機
構
総

務
課
☎
０
９
７
―

５
３
３
―

０
２
２
０

（
担
当　

小
川
・
渡
邉
）　

農
学
部
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

次
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
優
れ

た
農
業
の
担
い
手
や
農
村
地
域
の
指

導
者
等
を
養
成
す
る
た
め
、
農
学
部

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
定
員　

農
学
部（
総
合
農
産
科
・

総
合
畜
産
科
）60
名

試
験
日　

推
薦
入
試　

10
月
25
日
㈬

／
一
般
入
試　

平
成
30
年
１
月
16
日

㈫　

※
一
般
入
試
に
つ
い
て
は
年
齢

制
限
な
し

出
願
期
間　

推
薦
入
試　

10
月
２
日

㈪
～
18
日
㈬
／
一
般
入
試　

12
月
１

日
㈮
～
22
日
㈮

※
詳
し
く
は
農
業
大
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.pref.oita.jp/
site/140

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課

☎
０
９
７
４
―

22
―

７
５
８
２ 

たけたん情報

TAOの夏フェス2017
―夏フェスだけの灼熱の舞台―

今年もTAOが竹田市の夏を盛り上げます！

期間　８月10日㈭～27㈰

会場　午前８時～開演

　　　午後２時30分～赤兜LIVE

場所　TAOの里 大分県竹田市久住町

　　　（くじゅう花公園近く）

■市民チケット　大人6,000円→5,000円

　　　　　　　　小学生3,000円→2,500円

■竹田温泉花水月内、TAOショップ、竹田

市観光ツーリズム協会、市役所各支所

（荻、久住、直入）で販売しています。

問ＴＡＯ文化振興財団

　☎63-1133（11：00～18：00 木曜定休）

祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク登録記念
DRUM TAO 記念ライブ開催決定！
　大分県ユネスコエコパークのオフィシャルアーティストに任命
されたＴＡОが記念ライブを開催します！

日時　９月９日㈯
　　　午後４時30分開場　午後５時開演
会場　佐伯市文化会館
　　　（佐伯市大手町１丁目1-1）
募集人数　ペア500組　1000名（入場無料）
申込み　ハガキに、①参加者の氏名　②郵便番号　③住所　④電
話番号　⑤駐車場利用の有無　を明記のうえ送付してください。
送付先　〒870-0037　大分市東春日町1-8  祖母・傾・大崩ユネス
コエコパーク登録記念イベント事務局（㈱大宣内）
申込締切　８月18日㈮当日消印有効
発表　８月25日㈮当選者のみハガキを発送
問祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク登録記念イベント事務局（㈱
大宣内）　☎097-537-2425（月～金の9:00～17:00）

9 / 9
㈯
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後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

― 

不
審
な
電
話
・
訪
問
に
ご
注
意

く
だ
さ
い 

―

　

全
国
各
地
で
、
還
付
金
詐
欺
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
・
社

会
保
険
庁（
※
）・
市
町
村
・
広
域
連

合
の
職
員
等
を
装
い
、「
年
金
の
払

い
戻
し
が
あ
る
」「
医
療
費
の
戻
り

が
あ
る
」な
ど
と
高
齢
者
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
等
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た

り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
た
り
し
て

口
座
か
ら
現
金
を
引
き
出
さ
れ
る
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

― 

不
審
な
電
話
・
訪
問
が
あ
っ
た

ら 

― 

　

不
審
に
思
わ
れ
た
時
に
は
、
す
ぐ

に
お
住
ま
い
の
市
町
村
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
庁
と
い
う
組
織
は
存
在

し
ま
せ
ん
。（
平
成
22
年
１
月
１
日

廃
止
）

後
発
医
薬
品（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

先
発
医
薬
品（
新
薬
）の
開
発
に
は
、

長
い
年
月
と
、
莫
大
な
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
そ
の
た
め
一
定
期
間
、
特

許
で
守
ら
れ
て
お
り
、
値
段
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

そ
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

ま
す
。
先
発
医
薬
品
と
同
一
の
有
効

成
分
、
同
等
の
効
能
・
効
果
を
も
つ

医
薬
品
で
、
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て

低
価
格
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
、
経
済
的

　

患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
軽
減
、

医
療
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り

ま
す
。

効
果
や
安
全
性
は
、
先
発
医
薬
品

と
同
等

　

国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医

薬
品
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効

性
・
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
厳

し
い
基
準
で
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
診
察
の
時
に
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
話

し
づ
ら
い
方
は
、
市
町
村
窓
口
に
設

置
、
ま
た
は
７
月
に
送
付
し
ま
し
た

新
し
い
被
保
険
者
証
に
同
封
の「
後

期
高
齢
者
医
療
の
し
お
り
」に
掲
載

し
て
い
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
カ
ー
ド
」を
、
医
師
ま
た
は
薬

剤
師
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合  

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

１
７
７
１（
代
表
）   

竹
田
市
保
険
健
康
課  

国
保
・
高
齢

者
医
療
係  

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線 

１
７
８・１
７
９
）

環　
境

大
気
汚
染
情
報
を
公
開
し
て
い

ま
す

　

大
分
県
で
は
、
県
内
各
地
で
大
気

汚
染
物
質
を
測
定
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://oita-kankyo.sakura.
ne.jp/index.htm

）で
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

県
や
市
で
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
等
の
濃
度
が
高

い
状
態
が
続
け
ば
、
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
や
防
災
放
送
等
で
、
注
意
報

の
発
令
等
を
行
い
ま
す
。

　

注
意
報
の
発
令
等
が
行
わ
れ
た
と

き
は
、
次
の
注
意
事
項
を
参
考
に
し

て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
は
で
き
る

だ
け
避
け
る
。

◎
部
屋
の
窓
を
閉
め
、
外
出
は
で
き

る
だ
け
避
け
る
。

◎
目
や
の
ど
に
異
常
を
感
じ
た
ら
目

を
洗
い
、
う
が
い
を
し
て
、
屋
内
で

休
養
を
と
る
。

◎
体
調
に
変
化
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
屋
内
に
入
っ
て
安
静
に
す
る
。
症

状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
医
師
の
診

断
を
受
け
る
。

問
大
分
県
環
境
保
全
課  

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
１
１
４

商
工
労
働

お
お
い
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
優
良
企
業
を
募

集
し
ま
す

　

大
分
県
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是

正
や
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の

普
及
な
ど
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
に
取
り
組
み
、
優
れ
た
成
果
が
認

め
ら
れ
る
企
業
を「
お
お
い
た
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
優
良

企
業
」と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に

取
り
組
み
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
よ
る
効
果

○
優
秀
な
人
材
の
確
保
・
定
着

○
多
様
な
人
材
の
活
躍
、
離
職
率
の

低
下

○
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
、
生
産
性
の
向
上

○
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政

策
課
☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
３
２
７

（
担
当　

佐
藤
・
藤
田
）

業
務
改
善
助
成
金
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

  
「
業
務
改
善
助
成
金
」制
度
は
、
生

産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投
資（
機

械
設
備
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
等
導
入
）
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な
ど
を
行
い
、
事
業
所
内
の
最
低
賃

金
を
一
定
額
以
上
引
き
上
げ
た
場
合
、

そ
の
設
備
投
資
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

助
成
金
の
内
容
は
、
厚
生
労
働
省

ま
た
は
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
大
分
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

４
０
２
５
ま
た

は
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
―

０
０
８
―

３
１
７

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
障
が
い
者
の

法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　

障
が
い
者
が
地
域
の
一
員
と
し
て

共
に
生
活
で
き
る「
共
生
社
会
」実
現

に
向
け
て
、
全
て
の
事
業
主
に
は
法

定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
が
い
者

を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

【
民
間
企
業
】 ２
・０
％ 

→ 

２
・
２
％

【
国
・
地
方
自
治
体
】２
・
３
％ 

→ 

２
・５
％

【
教
育
委
員
会
】２
・２
％ 

→ 

２
・４
％

※
対
象
と
な
る
事
業
主
は
、
従
業
員

50
人
以
上
か
ら
45
・
５
人
以
上
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
分
労
働

局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課（
☎

０
９
７
―

５
３
５
―

２
０
９
０
）ま

た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野（
☎

０
９
７
４
―

22
―

８
６
０
９
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第

２
学
期（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

第
１
回
…
８
月
31
日
㈭

　
　
　
　
　

第
２
回
…
９
月
20
日
㈬

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

８
月
６
日

㈰
・
８
月
27
日
㈰
・
９
月
10
日
㈰

※
個
別
相
談
も
随
時
受
付
中

資
料
請
求　

無
料

問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
０
９
７
―

５
４
９
―

６
６
１
２

※
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

講　
習

安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習

日
時　

９
月
14
日
㈭　

午
前
８
時
50

分
～
午
後
５
時
／
９
月
15
日
㈮　

午

前
８
時
50
分
～
12
時

会
場　

豊
後
大
野
市
役
所
２
階（
中

央
公
民
館
）

受
講
料　

１
万
８
０
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代
１
２
９
６
円

※
申
込
み
が
10
名
以
下
の
場
合
は
中

止
・

 

（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部

☎
０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

FAX 

０
９
７
４
―

26
―

４
１
４
６

たけたん情報

　

県
で
は
、
毎
年
８
月「
差
別
を

な
く
す
運
動
月
間
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
県
が
5
年
ご
と
に
実
施

し
て
い
る「
人
権
に
関
す
る
県
民

意
識
調
査
」の
結
果
で
は
、「
あ
な

た
の
お
子
さ
ん
が
同
和
地
区
の
人

と
結
婚
す
る
と
し
た
ら
、
あ
な
た

は
ど
う
し
ま
す
か
」と
い
う
質
問

に
対
し「
反
対
し
な
い
」と
回
答
し

た
人
の
割
合
は
回
を
追
う
ご
と
に

増
え
て
平
成
25
年
調
査
で
は
40
％

で
し
た
。
そ
し
て
、「
反
対
す
る
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
回
を
追

う
ご
と
に
減
り
、
平
成
25
年
調
査

で
は
15
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
竹
田
市
が
実

施
し
た「
人
権
に
関
す
る
市
民
意

識
調
査
」の
結
果
で
は
、「
反
対
し

な
い
」と
回
答
し
た
人
の
割
合
は

46
％ 

、「
反
対
す
る
」と
回
答
し

た
人
の
割
合
は
10
％
で
し
た
。 

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
、
同
和
地

区
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
結

婚
に
反
対
さ
れ
た
り
、
就
職
で
不

当
な
扱
い
を
受
け
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
心
な
い
誹
謗
中

傷
が
書
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
差
別

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も

の
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、「
部

落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」が
平
成
28
年
12
月
16
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
学

び
、
偏
見
や
誤
解
が
な
く
な
る
こ

と
で
、
同
和
地
区
の
人
た
ち
に
対

す
る
差
別
は
減
っ
て
い
く
の
で
す
。

県
の
調
査
で「
反
対
す
る
」と
回
答

し
た
人
の
中
に
は
、「
自
分
で
は
、

同
和
地
区
の
人
を
差
別
す
る
気
持

ち
は
な
い
け
れ
ど
、
子
ど
も
が
差

別
さ
れ
る
の
で
は
と
心
配
」と
回

答
し
た
人
も
い
ま
す
。
子
ど
も

と
子
ど
も
が
選
ん
だ
相
手
を
信
じ
、

祝
福
し
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
の
そ

の
一
歩
が
差
別
の
な
い
社
会
へ
の

一
歩
に
な
る
の
で
す
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課　

☎
63
―

４
８
１
７

差別のない 社 会へ

28

８月は差別をなくす運動月間です。
ぜひ、ご参加ください。
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介護保険に関する問い合わせは、竹田市総合社会福祉センター内の下記窓口へ
●介護保険に関すること　竹田市高齢者福祉課　介護保険係
　☎63-4809（直通）　FAX 64-0133
●高齢者の悩み・相談ごと等に関すること
　竹田市地域包括支援センター（愛称：長寿支援センターつるかめ）
　☎64-0310（直通）　FAX 63-1050

～要介護認定をお持ちの方にお知らせです～

●平成29年８月から介護保険制度が変わります●

高額介護サービス費の一部の上限が変わります
　介護保険では、ひと月ごとの利用者負担が限度額を超えたとき、申請により、その超えた額
を高額介護サービス費として払い戻しをうけることができます。

　平成29年８月からは、世帯のどなたかが市民税を課税されている方の負担限度額が月額37,200円から
月額44,400円に引き上げられます。ただし、同じ世帯の全ての65歳以上の方の利用者負担割合が１割
の世帯は、年間446,400円（37,200円×12か月）の上限が設けられ、年間を通しての負担額が抑えられ
ます。（３年間の時限措置）

現役並み所得者とは？

　同一世帯内に課税所得145万円以上の65歳以上の方がいる場合対象になります。

→

→

→

現役並み所得相当※

４４，４００円 現役並み所得相当及び
世帯のどなたかが課税されている方

４４，４００円
※一部の方に、年間上限額の設定があります世帯のどなたかが課税されている方

３７，２００円

・住民非課税世帯等　　　24,600円（世帯）
・年金収入80万円以下等　15,000円（個人）
・生活保護受給者等　　　15,000円（世帯・個人）

据え置きとなります

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て

13
名
が
新
し
く
農
業
委
員
に

　

７
月
20
日
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
農

業
委
員
会
委
員
13
名
に
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
新
制
度
で
は
、
選
出
方
法

が「
公
選
制
」か
ら「
任
命
制（
議
会
の
同

意
を
得
て
市
長
が
任
命
）」に
変
更
さ
れ

る
な
ど
内
容
が
大
き
く
変
更
。
ま
た
、

農
地
等
の
利
用
適
正
化
の
推
進
と
し
て

①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

約
化
、
②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
③
新
規
参
入
の
促
進
が
農
業
委
員

会
の
最
も
重
要
な
責
務
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
任
期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
）

会
長　

森
哲
秀（
竹
田
・
高
伏
）・
副
会

長　

志
賀
一
幸（
久
住
・
神
馬
）・
麻
生

敏
明（
久
住
・
向
原
）・
工
藤
一
美（
久

住
・
新
町
）・
小
伏
間
敬
雄（
荻
・
政
所
）・

佐
藤
博
一（
竹
田
・
百
木
）・
丹
統
司（
竹

田
・
西
）・
長
野
幸
生（
竹
田
・
古
園
）・

馬
場
一
己（
直
入
・
日
向
塚
）・
原
眞
治

（
荻
・
高
練
木
）・
本
郷
敦
子（
竹
田
・

大
仲
寺
）・
和
田
京
子（
竹
田
・
入
田
小

高
野
）・
渡
部
美
保
子（
竹
田
・
小
川
）
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平成29年８月  岡の里ふるさとＵターン情報
事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）

株式会社　丸福 食肉の加工と販売・直営飲食店の経営 ホールスタッフ（各店舗） 4 14万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
旭食品工業株式会社　
大分工場 漬物製造 野菜つけ物工 5 12.7万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

農作業員 1 15.7万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
医療法人　健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介護の施
設）

介護職 2 12.5～17.7万 介護福祉士またはヘルパー2級
正・准看護師 2 13.9～20.3万 看護師（正・准）

社会医療法人社団
大久保病院

医療・介護老人保健施設
グループホーム他介護保険サービス関
連事業

介護士 1 13.2～14.3万
看護師 2 22.3～33.7万 正看護師
介護福祉士 2 15.3～24.9万 介護福祉士

社会福祉法人　偕倖社
（悠々居）

特別養護老人ホーム
ショートステイ事業・グループホーム

正・准看護師 2 15.2～20.4万 正・准看護師
介護職 3 14.5～19.8万

株式会社　重松組 建設業 土木施工管理技士 3 25～35万 1級もしくは2級土木施工管理技士
医療法人　雄仁会

（加藤病院・岡の苑・和
の郷・木もれ陽）

医療・介護保険業
介護支援専門員 1 19.7万 介護支援専門員
准看護師 1 17～22.5万 准看護師
正看護師 1 21.6～27万 正看護師

有限会社　工藤商店 新建材等の販売・設備給排水工事業
配管工見習 1 12.8～20万 普通自動車免許（ＭＴ）
配管技士 1 15～25万 管工事施工管理技士・浄化槽設備士
大工 1 19.2～36万 建築大工技能士２級

社会福祉法人　孝寿福
祉会（美晴が丘・荻の苑）老人通所介護・訪問介護・居宅介護支援

医療業　介護保険事業

看護員（正・准看護師） 1 15.5～30万 正・准看護師
ケアワーカー（介護員） 2 14.3～22万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

医療法人  孝寿会（伊藤
医院・わくわくデイケア） ケアワーカー（介護員） 1 14.3～22万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社　高山組 土木・舗装・建築・法面
構造物補修工事の総合建設業

土木施工管理者 3 17～45万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
土木工事積算業務 1 15～45万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
構造物補修工事施工管理者 1 15～45万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

一般社団法人　竹田市
医師会（竹田医師会病
院）

病院
看護師 5 21～23.6万 看護師
薬剤師 2 26～28.6万 薬剤師
作業療法士 2 22～24.6万 作業療法士

加藤石油　株式会社
石油製品・液化石油ガス販売・自動車
整備・車検・自動車販売・各種保険の
取り扱い

プロパンガス販売員 1 13.2～25万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
ガソリンスタンド販売員 1 13.2～20万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

自動車整備士 2 16～23万 普通自動車免許（ＭＴ）
自動車整備士２級

株式会社　ローケン 有料老人ホームの経営・訪問介護事
業・通所介護事業・在宅介護支援事業

介護業務 2 14～16万 介護福祉士・看護師・ヘルパー２級の
いずれか

介護支援専門員 1 19万 介護支援専門員

歯科　筑紫医院 歯科・小児歯科・歯科口腔外科・矯正
歯科診療

歯科衛生士 1 17.6～21.1万 歯科衛生士
歯科助手 1 14～14.9万
歯科受付・補助作業 1 13.2万

有限会社　久住ワイナ
リー

加工用ぶどうの栽培とワインの製造販
売・レストラン

レストラン調理人 1 22～25万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
レストラン調理人（料理長候補） 1 30～35万 経験者　普通自動車免許（ＡＴ限定可）
ワイナリースタッフ 1 21～24万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

株式会社　松井組 綜合建設業（建築、土木、舗装）　
書店業務・携帯販売

建築技術者 1 23～33万 １級または２級建築施工管理技士
携帯電話販売員 1 14～20万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

グループホーム湧水の
郷（大分部品株式会社）
訪問介護　ひまわり竹
田（大分部品株式会社）

介護施設・居宅介護支援・訪問介護・
グループホーム　

介護スタッフ 2 13.6～17.1万 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

ホームヘルパー 1 13.6～17.1万 ホームヘルパー２級・介護福祉士・初
任者研修のいずれか

株式会社　ルックス システム企画開発販売・Ｗｅｂアプリ
制作・デザイン制作・出版業

ＳＥプログラマー・Ｗｅｂプ
ログラマー 3 15～30万 ＪＡＶＡ・ＰＨＰ・Ｃ言語

ＮＥＴの設計・開発経験者

社会福祉法人　愛の園
福祉会　なおいりこど
も園

幼保連携型認定こども園
放課後児童健全育成事業

保育教諭 2 16.7～19万 保育士・幼稚園教諭・保育子育て支援
員・小学校教諭・養護教諭いずれか

保育士 2 16.7～19万 保育士
保育補助 1 15.1万

株式会社　レゾネイト ホテル・旅館業

フロントサービス担当（ナイ
ト勤務あり） 1 16～26万

フロントサービス担当 1 15～24万
洋食調理担当 2 15～20万

有限会社　後藤製材所 木材加工・小売業
設備給排水工事業

配管工 1 13.5～33.3万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
製材工 1 13.5～26.7万 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
運転手 1 17.9～26.7万 大型自動車免許（1種）

「地元で働いてみませんか？」　求人情報  
ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101

①ナイトフロント１人16～18万円　②商品販売業務１人13.1
万円　③企画・営業１人20～30万円　④事務職１人14.5万円
⑤厨房職員１人15万円　⑥管理栄養士・栄養士２人19.5～23
万円　⑦製材工２人14.6万円　⑧営業１人16～18万円　⑨製
造スタッフ３人15～18万円　⑩養鶏作業員２人17.6万円

⑪トラック運転手１人25万円　⑫郵便外務員１人13.2万

《パート求人（時給）》
⑬集配補助１人800円　⑭精肉加工１人800円　⑮看護師・
准看護師１人1100～1250円　⑯販売スタッフ１人750円　⑰
レジ・接客係３人800～930円　⑱調理員１人760円　⑲清掃
員１人720～800円　⑳保育補助１人800円　㉑事務・販売員
１人750円　㉒介護職員２人720～850円　㉓牧場作業員２人
900円　㉔配車係１人715円
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休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

休日及び夜間の在宅当番医院

８月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈫ 志賀内科 ☎63-2083 17㈭ 柚須医院 ☎63-2016

２㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 18㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

３㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 19㈯ 大久保病院 ☎64-7777

４㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 20㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

５㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 21㈪ 道全内科 ☎63-2270

６㈰ 大久保病院 ☎64-7777 22㈫ 志賀内科 ☎63-2083

７㈪ 道全内科 ☎63-2270 23㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

８㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 24㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

９㈬ 志賀内科 ☎63-2083 25㈮ 伊藤医院 ☎75-2222

10㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 26㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

11㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241 27㈰ 大久保病院 ☎64-7777

12㈯ 大久保病院 ☎64-7777 28㈪ 道全内科 ☎63-2270

13㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 29㈫ 志賀内科 ☎63-2083

14㈪ 大久保病院 ☎64-7777 30㈬ 秦医院 ☎63-2246

15㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241 31㈭ 柚須医院 ☎63-2016

16㈬ 道全内科 ☎63-2270

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら
うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前
に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休
日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

8／ 6 ㈰ 竹下歯科医院 ☎62-2662 
8／11㈮ 歯科筑紫医院 ☎76-0024 
8／13㈰ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118
8／20㈰ まつもと歯科クリニック ☎62-2400 
8／27㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263 

　※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

8／ 5 ㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
8／ 6 ㈰ 豊後大野市民病院
8／11㈮ みやわき小児科
8／12㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
8／13㈰ 豊後大野市民病院
8／19㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
8／20㈰ 豊後大野市民病院
8／26㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
8／27㈰ みやわき小児科
9／ 2 ㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
9／ 3 ㈰ 豊後大野市民病院

※【盆休み】　み や わ き 小 児 科　13日～15日
　　　　　　三 重 東 ク リ ニ ッ ク　11日～13日
　　　　　　竹田市立こども診療所　13日～15日

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

　

私
は
大
分
市
出
身
で
上
野
丘
高
等

学
校
か
ら
大
分
医
大
に
進
み
ま
し
た
。

医
者
に
な
っ
て
、
熊
本
や
京
都
に
赴

任
し
、
京
都
大
学
で
は
世
界
へ
の

扉
が
見
え
た
瞬
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
大
分
県
の
子
ど
も
を
守
り
た
い
」と

い
う
気
持
ち
で
大
分
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
分
県
で
仕
事
し

て
い
く
こ
と
を
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
危
機
が
何
度
か
あ
り
ま
し

た
が
、
何
と
か
今
に
い
た
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
大
分
県
の
子
ど
も
を
守

る
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う「
大
分Love

」の
人
間

に
と
っ
て
、
医
師
に
限
ら
ず
、
若
者

が
大
分
県
か
ら
飛
び
立
ち
、
そ
し
て

帰
っ
て
こ
な
い
現
状
を
憂
い
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
分
県
の
レ
ベ
ル

を
超
え
て
大
き
く
巣
立
っ
て
い
く
こ

と
は
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
、
そ
の
足

を
引
っ
張
る
の
は
言
語
道
断
で
す
。

県
民
が
一
致
団
結
し
て
支
援
す
べ
き

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、
中
学
や

高
校
か
ら
地
元
を
離
れ
た
子
が
、
地

元
の
良
さ
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
大
人

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。私
は
、大
学
生
に
な
っ

て
運
転
免
許
を
取
得
し
、
活
動
範
囲

が
広
が
っ
た
と
き
に
、
初
め
て
大
分

県
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
学
や
高
校
か
ら
地
元
を
離
れ

た
子
は
、
そ
の
気
づ
き
が
な
い
ま
ま
、

地
元
愛
が
希
薄
な
ま
ま
大
人
に
な
っ

て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
、
地
元
の
良
さ
を

幼
い
頃
か
ら
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

近
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
ば
せ
ま

し
ょ
う
。
一
緒
に
町
を
歩
き
ま
し
ょ

う
。
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
ょ
う
。
伝
統

行
事
を
体
感
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
幼
い

頃
の
体
験
は
、
竹
田
市
に
と
っ
て
実

り
あ
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第35回

地元愛を育てるためには

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から



25 2017年８月発行

　

城
原
小
学
校
は
全
校
児
童
27
名
の

市
内
で
３
番
目
に
小
さ
な
学
校
で
す
。

児
童
数
は
少
な
い
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
夢
を
持
ち
、そ

の
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
る
こ

と
が
で
き
る
力（
礎
）を
育
ん
で
い
く

学
校
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

瀧
音
楽
祭
で
の
心
に
響
く
歌
声

「
城
原
小
児
童
合
唱
」

　

以
前
は
合
奏
曲
と
合
唱
曲
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
の

生
の
歌
声
で
聴
衆
の
方
々
に
城
原
小

児
童
の
思
い
を
届
け
よ
う
と
い
う
目

的
か
ら
合
唱
曲
２
曲
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、「
ン
・
パ
カ
マ
ー
チ
」と

「
空
高
く
」の
２
曲
で
し
た
。
明
る
く

元
気
の
出
る
１
曲
目
、２
曲
目
は
自

分
の
夢
に
向
か
っ
て
困
難
を
乗
り
越

え
る
姿
に
エ
ー
ル
を
贈
る
歌
で
し
た
。

昨
年
４
月
の
熊
本
大
分
地
震
に
よ

り
体
育
館
や
旧
双
城
中
で
の
授
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
城
原
小
の
子
ど
も

た
ち
。
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
経

験
と
、
自
分
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た

合
唱
で
し
た
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

た「
チ
ー
ム
城
原
」の
協
育

　

本
校
の
自
慢
そ
の
２
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
が「
チ
ー
ム
城
原
」と
し
て

一
体
と
な
り
協
同
し
て
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
特
に
、
地

域
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

か
ら
次
の
よ
う
な
心
強
い
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
教
科
学
習
等
】

　

柚
長
地
区
の
方
々
に
よ
る「
イ
モ

栽
培
、
稲
作
体
験
の
指
導
と
管
理
」

【
学
校
行
事
等
】

　

地
域
活
性
化
の
象
徴
的
行
事「
小

学
校
・
地
区
合
同
秋
季
大
運
動
会
」

　

収
穫
祭
と
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
感
謝
を
す
る
会「
城
原
っ
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

学
校
・
保
護
者
・
地
域
で
一
緒
に

汗
を
流
す「
夏
休
み
親
子
地
域
美
化

作
業
」

【
放
課
後
】

　

地
域
の
方
々
が
運
営
す
る「
放
課

後
城
原
っ
子
ク
ラ
ブ
」

　

昨
年
度
よ
り
地
域
の
方
々
の
手
に

よ
り
運
営
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
城
原
っ
子
ク
ラ
ブ

の
場
所
も
昨
年
９
月
よ
り
城
原
地
区

館
か
ら
本
校
校
舎
内
の
教
室
に
移
設

さ
れ
、
校
庭
や
体
育
館
な
ど
も
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
の
活
動

が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。（
児
童
は

学
校
生
活
と
同
じ
ル
ー
ル
に
則
っ
て

活
動
し
ま
す
）

支
援
員
さ
ん
の

献
身
的
な
見
守

り
に
よ
っ
て
、

親
御
さ
ん
も
安

心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
て
い

ま
す
。

（
菅　

浩
三
）

小
さ
な
学
校
　
大
き
な
夢
　
輝
け
27
人

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
城
原
小
学
校

↑瀧音楽祭

↑田植えの手ほどき

↑小学校・地区合同大運動会

↑城原っ子フェスティバル

↑学校内城原っ子クラブ

学び舎／まるごと博物館

「
陽
目
の
カ
ワ
ノ
リ
」は
、
大
野
川

上
流
の
竹
田
市
荻
町
陽
目
に
あ
る

「
陽
目
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
」上
流
を
中

心
に
、
渓
流
の
岩
石
に
養よ
う

着ち
ゃ
く

し
生
息

す
る
稀き

少し
ょ
う

淡た
ん

水す
い

性せ
い

緑り
ょ
く

藻そ
う

類る
い

で
、
分
類

的
に
は
カ
ワ
ノ
リ
目
カ
ワ
ノ
リ
科
に

属
す
る
一
属
一
種
の
日
本
特
有
の
淡た
ん

水す
い

産さ
ん

緑り
ょ
く

藻そ
う

で
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
、

国
の
絶ぜ
つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
主
に
関
東
以
西
の
太
平
洋
及
び

有
明
海
に
そ
そ
ぐ
河
川
の
上
流
部
で

確
認
、
九
州
で
は
筑
後
川
上
流
域
な

ど
限
ら
れ
た
地
域
、
大
分
県
で
は
竹

田
市
、
九
重
町
、
玖
珠
町
等
で
確
認

さ
れ
、
昭
和
37
年
２
月「
陽
目
の
カ

ワ
ノ
リ
」は
大
分
県
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
岡
藩
で
は
非
常
に
珍ち
ん

重ち
ょ
う

さ
れ
、
藩
主
の
食
膳
に
も
の
り
、
文

化
年
間
に
は
奉ぶ

行ぎ
ょ
う

横よ
こ

山や
ま

甚じ
ん

助す
け

等
の
手

に
よ
っ
て
特
産
品
と
し
て
養
殖
を
試

み
た
。
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
初
期
に
は
加
工
し
て

「
陽
目
の
カ
ワ
ノ
リ
」と
称
し
て
全
国

特
産
品
共
進
会
に
出
品
、
上
位
入
賞

を
し
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
人
々
の
生
活
様

式
の
変
化
や
水す
い

路ろ

開か
い

削さ
く

に
伴
う
流
域

の
改
変
、
周
辺
整
備
な
ど
に
よ
り
絶

滅
が
心
配
さ
れ
た
。
平
成
19
年
大
分

県
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
の
関
連

事
業
と
し
て
、
県
の
竹
田
保
健
所

（
現
豊
肥
保
健
所
）が
１
年
を
か
け
て

陽
目
カ
ワ
ノ
リ
の
現
地
調
査
を
、
藻

類
で
は
権
威
の
あ
る
長
崎
大
学
の
飯い
い

間ま

雅ま
さ

文ふ
み

助
教
授
に
依
頼
し
て
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
陽
目
キ
ャ
ン
プ
場
か

ら
８
０
０
ｍ
ま
で
の
間
と
音お
と

無な
し

井い

路ろ

取
水
口
付
近
、
円
形
分
水
、
円
形
分

水
周
辺
井
路
及
び
大
谷
川
、
牧
戸
川

で
そ
の
生
育
が
確
認
さ
れ
た
。
異
常

気
象
に
よ
る
洪
水
や
水
質
汚
染
に
よ

り
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
た
が
生
息
が

確
認
さ
れ
、
安あ
ん

堵ど

し
て
い
る
。  

（
猪
野
一
男
） 

※
参
考 

荻
町
の
文
化
財
、
陽
目
カ
ワ

ノ
リ
調
査
結
果（
大
分
県
竹
田
保
健

所
）    

藩主の食
しょく

膳
ぜん

にものった陽
ひなた

目
め

のカワノリ

ま
る
ご
と
博
物
館
142

↑大分県の天然記念物に指定されたカワ
ノリの説明板

↑音無井路円形分水
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市長コラム
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竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

↑女流作家の森まゆみさん

　

３
期
目
の
４
年
間
が
始
ま
っ
て
３
か
月
余
り
が
過

ぎ
た
。
社
会
の
、
い
や
世
界
の
潮
流
に
乗
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
風
が
吹
き
、
潮
が
差
し
切
っ
て
き
た
の

は
何
よ
り
だ
。

　

図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
多
く
の
来
訪
者
が
あ
る

が
、城
下
町
で
建
設
さ
れ
る
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
設
計
を
担
当
し
て
い
る
隈
研
吾
氏
が
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
た
め
に
来
竹
し
た
。
私
と
ほ
ぼ
同
年

の
生
ま
れ
で
時
代
感
覚
が
合
う
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

価
値
観
も
合
う
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
新
国
立
競

技
場
の
設
計
も
担
当
し
て
い
る
か
ら
、
竹
田
市
の
建

造
物
に
世
界
の
目
が
注
が
れ
る
の
は
間
違
い
の
な
い

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

世
界
的
な
注
目
を
集
め
る
と
い
う
意
味
で
は
、
長

湯
温
泉
に
建
設
さ
れ
る
ク
ワ
ハ
ウ
ス（
健
康
増
進
施

設
）も
レ
ベ
ル
が
高
い
。
設
計
を
担
当
し
て
い
る
坂
茂

氏
は
、
一
昨
年
大
分
県
立
美
術
館（
オ
ー
パ
ム
）で
日

本
建
築
大
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
長
湯
温
泉
の
御
前

湯
を
設
計
し
た
象
設
計
集
団
の
富
田
玲
子
さ
ん
を
含

め
る
と
竹
田
市
に
は
、
日
本
建
築
大
賞
を
受
賞
し
た

建
築
家
が
３
人
も
作
品
を
残
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
ビ
ィ
エ
ン

ナ
ー
レ
の
世
界
建
築
展
に
参
加
し
た
藤
森
照
信
氏
の

作
品
も
あ
る
か
ら
、
世
界
の
巨
匠
た
ち
が
竹
田
市
に

歴
史
的
な
建
造
物
を
残
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
。
６
月
の
下
旬
に
は
女
流
作
家
の
森
ま
ゆ
み

さ
ん
が
竹
田
市
で
３
泊
さ
れ
た
。
彼
女
と
は
18
年
ぶ

り
の
再
会
と
な
っ
た
が
、
き
ら
き
ら
輝
く
瞳
で
見
つ

め
る
ま
ち
づ
く
り
の
仕
掛
け
人
は
健
在
で
あ
っ
た
。

　

彼
女
が
イ
タ
リ
ア
に
ヒ
ン
ト
を
学
ん
だ
と
い
う
ア

ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
と
い
う
考
え
方
、
つ
ま
り

『
住
む
よ
う
に
泊
ま
る
』と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
竹
田
市

全
域
で
テ
ー
マ
に
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
ゆ
っ
く
り
と
お
話
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
人
の
縁
と
は
ま
こ
と
に
不
思

議
な
も
の
で
、
森
さ
ん
と
富
田
さ
ん
は
お
友
達
、
さ

ら
に
坂
氏
や
隈
氏
も
お
友
達
。
そ
し
て
、
森
さ
ん
の

口
か
ら
出
た
友
人
の
名
前
を
聞
い
て
驚
い
た
。
元
東

大
教
授
で
ド
イ
ツ
文
学
者
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
池
内

紀お
さ
む

先
生
も
み
ん
な
お
友
達
な
の
で
あ
る
。

　

竹
田
市
と
い
う
九
州
の
小
さ
な
ま
ち
を
縁
に
し
て
、

こ
ん
な
に
凄
い
人
脈
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
喜
び

と
驚
き
を
お
ぼ
え
る
の
は
私
一
人
で
は
あ
る
ま
い
。

「
歴
史
文
化
の
集
積
し
た
竹
田
市
な
ら
で
は
の
力
で
す

よ
ね
」と
話
す
友
人
た
ち
の
言
葉
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

遠
い
時
空
を
越
え
て
、
竹
田
市
を
取
材
旅
行
さ
れ

た
川
端
康
成
先
生
と
の
縁
を
活
か
そ
う
と
開
催
し
て

き
た『
川
端
康
成
記
念
講
演
会
』も
今
に
新
た
な
価
値

観
を
授
け
て
く
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
登
壇
さ
れ
た

講
師
の
皆
さ
ん
と
の
新
た
な
縁
も
生
み
出
し
て
く
れ

た
。
川
端
先
生
の
娘
婿
、
東
大
の
名
誉
教
授
で
あ
る

川
端
香
男
里
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
伝
子
工
学
の
大

家
で
あ
ら
れ
る
村
上
和
雄
先
生
、
脳
学
者
の
茂
木
健

一
郎
さ
ん
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
年
は
ロ
バ
ー
ト
・

キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
。

　

一
方
、
久
住
高
原
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
る

和
太
鼓
集
団
の
ド
ラ
ム
・
タ
オ
に
は
世
界
的
演
出
家

の
宮
本
亜
門
さ
ん
や
立
川
直
樹
さ
ん
、
そ
し
て
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
応
援
団
に
加
わ

る
。
来
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
竹
田
市
総
合
文

化
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
し
て
、
様
々
な
人
間
磁
場
が
渦

巻
い
て
く
る
の
は
楽
し
み
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
。
城
下
町
再
生
で
建
築
構
想
が
視
野

に
入
っ
た
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
岡
城
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
と
田
能
村
竹
田
の
美
術
館
が
全
国
的
な
注
目
を

集
め
る
。
設
計
を
担
当
す
る
の
が
隈
研
吾
氏
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
南
画
の
創

始
者
で
あ
る
田
能
村
竹
田
を
現
代
に
ど
う
生
か
す
か
。

こ
の
場
面
で
は
、
日
本
南
画
院
の
町
田
泰
宣
会
長
と

の
懇
談
会
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。
町
田
会
長
は
何

と
田
能
村
竹
田
の
画
系
を
継
承
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
。

　

歴
史
の
神
様
が
授
け
て
く
れ
た
よ
う
な
劇
的
な
出

会
い
で
あ
っ
た
が
、
画
聖
の
築
い
て
く
れ
た
世
界
に

い
ま
や
っ
と
灯
を
と
も
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
思

う
と
感
無
量
で
あ
る
。
そ
し
て
南
画
の
源
流
で
あ
る

中
国
や
台
湾
と
の
文
化
交
流
が
さ
ら
に
広
が
り
、
城

下
町
の
拠
点
施
設
や
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
花
開
く
の

は
時
間
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

人
と
人
、
人
と
も
の
ご
と
の
出
会
い

人
が
人
を
呼
び
込
む
竹
田
方
式
の
ま
ち
づ
く
り

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　竹田市名誉市民で、岡藩主
中川家十八代当主の中川久定
氏が６月18日、ご逝去されま
した。享年86歳。
　元京都国立博物館長、京都
大名誉教授、日本学士院会員。
中川家に伝わる史跡や貴重な

資料等を寄贈・寄託していただき、市の教育文
化の振興に尽力されました。
　ご功績を偲び、慎んで哀悼の意を表します。

追　悼
名誉市民　中

なか
川
がわ

 久
ひさ

定
やす

氏がご逝去
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   「ワアー、広い、きれい。本当におめでとう」
　つい職員の方に声を出して言ってしまったほ
どです。新しい市立図書館の誕生です。

　流れるように配置された本棚、広くて素晴らしい空間。
高校生の男女、若い親子連れ、そして私のようなおばさん
もニコニコしながら本を見て回っています。
　人が気兼ねなく集まれる場所、友達といろんな話ができ
る場所。または好きな人と本を前にして２人で話をすると
か……。そんな場所でもあってほしい。（中略）
　新しい図書館は、飲食ができるコーナーもあります。コ
ーヒーでも飲みながら一日中好きな本を読むなんて、考え
ただけでも素晴らしく思えます。ちょっとぜいたくかな。

（平成29年７月11日付け　大分合同新聞に掲載）

【一般の本】
・武蔵　１～６巻（徳間書店）　　　　　　　        　花村　萬月
・終りの日々（みすず書房）　　　　　　　　　　　高橋たか子
・ＢＵＴＴＥＲ（新潮社）　　　　　　　　　　　　柚木　麻子
・柳原白蓮の生涯　愛に生きた歌人（河出書房新社）宮崎　蕗苳
・てっぺん　我が妻・田部井淳子の生き方（宝島社）田部井政伸
・孫育ての新常識　幸せ祖父母のハッピー子育て術
　（メイツ出版）　　　　　　　　　　　　　　　　小屋野　恵

【子どもの本】
・ラブリィ！（講談社）　　　　　　　　　　　　　吉田　桃子
・あおむしのへんしん（大日本図書）　　　　　　　太田　英博
・メリーメリーのびっくりプレゼント（岩波書店）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ジョーン・Ｇ・ロビンソン
・ミニカーミュートだいかつやく！（アリス館）　　福田　利之
・ひと目でわかる方言大辞典（あかね書房）　　　　篠崎　晃一
・クイズポポとピックの大ぼうけん（朝日学生新聞社）新井　洋行

　他100冊ほど入りました。

飲食コーナー・あおぞらひろば
　新図書館には新しく飲食出来る場所が出来ました！　西館の角
に飲食コーナーがあります。コミックやエッセイマンガ、ブック
ウォールには「癒しのネコ
と犬ワールド」の本も並ん
でいます。ちょっとお茶を
飲みながら読んでみるのも
良いかも！ あおぞらひろば
でお弁当を広げるのも楽し
いですよ～！　ゆっくりく
つろげるコーナーです。

８

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新図書館のコーナーご紹介

新刊のご案内 夏
休
み
も

　
図
書
館
へ
！

　

涼
し
い
図
書
館
で
一
日
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

お

気
に
入
り
の
本
や
、
お
気
に

入
り
の
場
所
を
探
し
て
み
る

の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
や
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
館
内

で
視
聴
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
Ｃ
Ｄ
は
ひ
と
り
２
枚
ま

で
貸
し
出
し
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
の
へ
や
」　

毎
週
火
曜
日　

午

前
10
時
30
分
～
11
時　

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」  

８
月
９
日
㈬

午
前
10
時
15
分
～
午
前
10
時
30
分

も
ぐ
も
ぐ
教
室
時
に
行
い
ま
す
。

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
・
土
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

司
書
お
す
す
め
の
一
冊

　作家・思想家・博物学者
でもあるヘンリー・ソロー
が草木の美しさ、果実の恵
み、自然や人の営みを野を
歩き、見つめ、思索し、愛
情深く綴ったエッセイ集で
す。ソロー日記　春・夏・
秋　各巻が揃いました。

　カール王は一晩中眠れ
ずにいました。お城の大
臣たちはなんとか王さま
に眠ってもらおうと知恵
を絞りますがどうしても
眠ることができません。
いったいどうしたら眠れ
るのでしょうか？
　大分在住ザ・キャビン
カンパニーの素敵な絵も
お楽しみください！

　九州限定の九州発文藝書籍、熊本の出
版社で発行されています。この本には竹
田在住の作家さんや竹田出身の作家さん
の作品も掲載されています！　
　新刊コーナーにおいてありますのでぜ
ひ手に取ってみてください。

「ソロー博物誌」
山口　晃訳（彩流社）

「ねむれないおうさま」
ベンジャミン・エルキン原作

（瑞雲舎）

「片隅」　伽鹿舎
おすすめの文芸誌が入りました！

一般の本

子どもの本

番外編

新しい図書館に思う
 岡　全子さん（久住町）

利用者の方から

うれしい感想を

いただきました

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217
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刷
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竹

田
営

業
所こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

平成28年8月生まれ

誕生日　親
（地域・自治会）

　

低
地
や
丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

の
日
当
た
り
の

よ
い
乾か

わ

い
た
草
原
に
生
育
す
る
高

さ
１
㍍
内
外
の
多
年
草
で
す
。

　

互
生
の
葉
は
広
い
剣つ
る
ぎ

状じ
ょ
う

で
、
基き

部ぶ

で
は
規き

則そ
く

正
し
く
２
列
に
扇お
う
ぎ

状じ
ょ
う

に
並
び
ま
す
。
葉
の
長
さ
は
50
㌢
、

幅
が
４
㌢
ほ
ど
で
先
は
と
が
り
ま

す
。

　

夏
の
頃
、
花か

茎け
い

を
直ち
ょ
く

立り
つ

さ
せ
、

先せ
ん

端た
ん

部ぶ

で
枝
を
分
け
、
枝
や
茎く
き

に

２
個
の
苞ほ
う

葉よ
う

を
つ
け
、
そ
こ
か
ら

花か

柄へ
い

を
出
し
２
～
３
個
の
花
を
咲

か
せ
ま
す
。
花
は
橙だ
い
だ
い
い
ろ色
で
径
４
㌢

ほ
ど
の
６
弁
花
で
す
。
花
の
内
側

に
は
濃の
う

赤せ
き

色し
ょ
く

の
斑は
ん

点て
ん

が
あ
り
ま
す
。

花
後
に
光こ
う

沢た
く

の
あ
る
黒
い
径
５
㍉

ほ
ど
の
種
子
が
３
裂
す
る
さ
く
果

の
中
か
ら
現
れ
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
茎
の
基
部
に
密み

つ

に
２
列
に
つ
く
様
子
を
ヒ
ノ
キ
の

薄う
す

板い
た

を
並
べ
て
糸
で
と
じ
た
檜ヒ
オ
ウ
ギ扇

に
見
立
て
、
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
山
地
の
草
原
で
普
通

に
見
ら
れ
ま
し
た
が
近
年
は
草
原

の
利
用
放ほ
う

棄き

で
森
林
化
が
進
み
、

個
体
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
く
じ
ゅ
う
山
系
の
ガ
ラ
ン
台

や
祖
母
山さ
ん

麓ろ
く

で
稀ま
れ

に
観
察
さ
れ
ま

す
。
花
期
は
８
月
か
ら
９
月
で
す
。

阿孫  久見

第149回

ヒオウギ（アヤメ科）

郷土の植物
（340）

　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ
ン

ツ
た
け
た
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
全
国
公

募
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
80
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
選
考
の
結

果
、
居
関
孝
男
さ
ん（
京
都
市
）の
作

品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
コ
ン
セ
プ
ト

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
愛
称
の「
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た（GLANZ  TAKETA

）」の「
Ｇ
」

を
用
い
、
正
面
か
ら
見
た
大
ホ
ー
ル

（
廉
太
郎
ホ
ー
ル
）に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
重
ね
て
、
き
ら
め
き
輝
く
さ
ま
を

表
現
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
竹
田
市（TAKETA

）の「
Ｔ
」

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を

マ
ー
ク
の
右
側
に
配
し
、
竹
田
市
の

各
地
で
湧
き
出
る
豊
か
な
泉
を
表
す

「
水
色
」と
、「
荒
城
の
月
」が
浮
か
ぶ
空

の
色
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る「
藍
色
」の

配
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
文
化
政
策
課

　

☎
63
―

４
８
３
７

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定
！

今後、このマークは施設に設置されるほか、
イベントのポスターやパンフレット、オリジ
ナル商品などで使用する予定です


